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○議事日程 

   日程 第 １ 認定第 １号～認定第 ９号 那須烏山市決算の認定について 

          ※ 質疑～委員会付託 

   ―――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○本日の会議に付した事件 

   議事日程に同じ 
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［午前１０時００分開議］ 

○議長（渋井由放）  皆さん、おはようございます。傍聴席の皆様方には、お忙しい中、議

場に足を運んでいただきまして、誠にありがとうございます。 

 ただいま出席している議員は１４名です。 

 １５番髙田悦男議員から欠席の通知がありました。 

 定足数に達しておりますので、ただいまから会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであります。 

                                    

     ◎日程第１ 認定第１号～認定第９号 那須烏山市決算の認定について 

 

○議長（渋井由放）  日程第１ 認定第１号 令和４年度那須烏山市一般会計決算の認定か

ら、認定第９号 令和４年度那須烏山市境財産区特別会計決算の認定についてまで、認定案

９件を一括して議題といたします。 

 本件については、去る９月５日の本会議において、提案理由の説明及び監査委員による決算

審査結果の報告が終了しております。直ちに質疑に入りますが、所管の委員会に関する事項は、

委員会審査において質疑されるようお願いをいたします。 

 なお、総括質疑の持ち時間を質問と答弁を合わせて３０分としておりますことから、持ち時

間を超えた場合は質疑の終了を求めます。質疑、答弁は簡潔明瞭にされるよう申し添えます。 

 それでは、これより質疑に入ります。 

 １番髙木洋一議員。 

○１番（髙木洋一）  おはようございます。議席番号１番髙木洋一でございます。令和４年

度決算総括質疑通告書に基づきまして、順次御質問申し上げます。よろしくお願いします。 

 まず初めに、行財政報告書の３２ページ、情報化の推進でございます。オープンデータ登録

件数１９５件について、詳細をお伺いいたします。 

 続きまして、行財政報告書３３ページ、ふるさと応援寄附金、寄附額１,４６７万２４２円

とあります。令和３年度より１,０００万円ほど減収となっておりますが、費用を除いた収支

についてお伺いいたします。 

 決算書５９ページ、楽天ふるさと納税利用料。ポータルサイトに楽天が追加されましたが、

効果についてお伺いいたします。 

 行財政報告書４５ページ、わがまちつながり構築事業。メグロ・キャノンボールについて、

参加人数、収支等についてお伺いいたします。 

 行財政報告書４７ページ、ＪＲ烏山線利用向上対策。通過人数が記載されておりますが、向
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上対策についてお伺いいたします。 

 行財政報告書４８ページ、なすから特派員ＳＮＳ情報発信事業。ＳＮＳは何を使用している

のか、投稿件数、フォロワー数についての考えをお伺いいたします。 

 行財政報告書８４ページ、消防団員数。団員数５５６名について、昨年度５７７名より減少

しているが、団員確保についてどのように考えているのかお伺いいたします。 

 行財政報告書１６４ページ、担い手対策。効果はあったのか。課題や問題点、目標について

お伺いいたします。 

 行財政報告書１６７ページ、決算書１２９ページ、農業者支援交付金。交付の要件等の詳細

をお伺いいたします。 

 行財政報告書１９５ページ、観光入込客数。調査方法をお伺いいたします。 

 行財政報告書１９５ページ、宿泊者数。宿泊施設等をお伺いいたします。 

 行財政報告書１９５ページ、主要観光施設・観光イベント入込状況。調査方法、曜日別や時

間別で分かりましたら、お伺いいたします。 

 以上になります。 

○議長（渋井由放）  菊池総合政策課長。 

○総合政策課長（菊池義夫）  今、髙木議員のほうから私ども総合政策課に３点ほど御質問

いただきましたので、順次御説明申し上げます。 

 行財政報告書３２ページ、情報化の推進ということで、オープンデータについて御質問いた

だきました。 

 まず、オープンデータとは何かというところを確認の意味で御説明申し上げますが、行政が

保有する公共施設の一覧、住民基本台帳、人口、統計情報などの公共データを、誰もが利用可

能なデータ形式で公開したデータのことでございます。現在、市のホームページ上で公開をし

ております。無償で利用できますので、ぜひ御覧になっていただければと思います。 

 オープンデータを推進することで、行政の透明性、信頼性の向上、公共サービスの迅速化、

多様化するニーズ、価値観への対応、地域経済の活性化などが期待されております。 

 この詳細につきましては、カテゴリーとしましては、全体１９５件のうち、公共施設の関係

で１１５件、人口については５６件が一番多くカテゴリーとしてはございますが、そのほか防

災・減災、事業所、工業、農業、子育て、教育、暮らし文化、市政というところが１９５件ご

ざいますので、ぜひデータのほうを御覧になっていただければと思います。 

 次に、行財政報告書３３ページ、ふるさと応援寄附金の件でございます。収支につきまして

は、まず寄附額、行財政報告書に載っています１,４６７万２４２円でございます。経費につ

きましては４４８万８,５０６円ということで、事務経費ということで歳出のほうにも載って



令和５年第４回９月定例会 第４日 

－204－ 

おります。そういった経費を除いて、実質収支としましては１,０１８万１,７３６円という収

支になります。新聞の掲載等につきましては一部公表しないものするもの、そういった要件が

ありましたので、それは総務省の公表になりますけども、私どものほうの収支というのは今の

金額でございますので、御理解いただければと思います。 

 ３点目の決算書５９ページ、楽天ふるさと納税利用料についてでございます。効果について

ということでございます。私どものほうの寄附の方法は全て業務委託ということで、令和４年

度から始めさせてもらっております。ポータルサイトということで、ふるさとチョイス、楽天、

ふるなび、この３つのサイトが大きくございます。この利用状況からすると、楽天については

全体の３割程度を活用していただいているという効果から見ると、結構効果はあったのではな

いかと考えております。インターネット上での寄附という形になりますので、これから伸びる

ように私どもも努力してまいりたいと思っております。 

 以上でございます。 

○議長（渋井由放）  小原沢まちづくり課長。 

○まちづくり課長（小原沢一幸）  それでは、行財政報告書４５ページ、メグロ・キャノン

ボールの参加人数、収支などについてお答えいたします。 

 メグロ・キャノンボールにつきましては、遠くは大分、広島、岡山、高知、秋田などから、

メグロバイク８２台、一般バイクと合わせまして２３７台が山あげ会館に集結し、約７５０名

が参加のもと、メグロレストア宣言、パレード、子供向けの企画など、多彩な企画でにぎわっ

たところであります。 

 収支につきましては、収入支出ともに同額で、９６万９,２７０円となっております。主な

収入につきましては、市補助金５０万円のほか、入場料３５万５,５００円、こちらは１人、

１,５００円掛ける２３７台分が入っております。その他記念グッズ販売手数料７万

６,５７５円になります。主な支出につきましては、会場設営費４４万円、記念品製作料

４３万５,６００円になります。 

 続きまして、行財政報告書４７ページ、ＪＲ烏山線の利用向上対策についてお答えいたしま

す。令和５年度に開業１００周年を迎えることから、令和４年度におきましてはこれらに向け

たプロモーションを中心に取り組んでまいりました。山あげ祭のときに記念のうちわの配布、

また市内小中学生には記念グッズを配布したところです。小学生にはキーホルダー、中学生に

は缶バッチを配布しました。さらにスマートフォンサイトやＰＲ動画の作成、トレインフェス

タでのＰＲ、１００周年の周知及び機運醸成に努めたところです。 

 次に、行財政報告書４８ページ、なすから特派員の情報発信についてお答えいたします。な

すから特派員ＳＮＳ情報発信事業につきましては、令和４年度末現在で特派員登録者は１３名
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になります。ＳＮＳの媒体につきましては、インスタグラムを使用しております。１人の特派

員が月２回程度を目安に投稿していただくことを想定しておりますが、令和４年度につきまし

ては３９９回の投稿回数になりました。フォロワー数につきましては５０８名、また閲覧回数

については２万２,５２１回ということで、こちらの投稿数、閲覧数ともに減少しているとこ

ろであります。 

 令和４年度に特派員にアンケートを取ったところ、コロナ禍で投稿ができなかったとか、コ

ロナでモチベーションが保てないとの意見がございました。また、一度上げた地域資源等の投

稿について、次に何を投稿すればいいのか分からなかったという意見がございました。そうい

った関係で投稿数が少なかったものと考えております。 

 閲覧数につきましては、投稿数が少ないということで、閲覧数も減少してしまったのではな

いかと考えております。 

 逆にフォロワー数につきましては、投稿された内容が魅力的であったり、気に入った方がた

またま新たなユーザーということで、フォロワーが増えたものと考えております。 

 以上になります。 

○議長（渋井由放）  佐藤総務課長。 

○総務課長（佐藤博樹）  それでは、行財政報告書８４ページ、消防団員数の団員確保につ

いてどのように考えているかについてお答えいたします。 

 現段階におきましては、消防活動に支障を来すことのないよう、各分団部においては消防団

員確保に向け勧誘を行っているところでございますが、なかなか入団に至らない状況でござい

ます。今後、活動に支障を来すことがないよう、自治会、また事業者などの皆様にも団員確保

に向けて協力をお願いしていきたいと考えております。さらに、定数の３割減となれば活動に

支障を来すこととなることから、統廃合に向けた検討もお願いしているような状況でございま

す。 

 以上であります。 

○議長（渋井由放）  深澤農政課長。 

○農政課長（深澤宏志）  私のほうからは、行財政報告書１６４ページの担い手対策につい

てお答えしたいと思います。 

 担い手対策については、市の将来的な農業を担う担い手ということで、これまでも国庫補助

事業、県単事業、市の単独事業の有効活用の推進を図りながら、１人でも多くの認定農業者、

新規就農者の育成・確保に努めておりますけども、現実的には非常に厳しい状況でございます。 

 今現在の認定農業者数につきましては、令和５年度で１８２名となってございます。直近の

数字につきましては、令和２年度においては２０３名ほどおりました。令和３年度が１７８名、
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令和４年度１８３名でございます。減少傾向にございます。 

 また、新規就農者につきましても、令和２年度については３名、令和３年度が２名、令和

４年度が２名、これは４５歳未満の新規就農者でございますけども、４５歳以上の中高年農業

者の新規就農者についても、令和２年度は２名、令和３年度は残念ながら１人もおりませんで

した。ゼロです。令和４年度は１名という状況になってございますが、非常に担い手対策に苦

慮しているところでございます。 

 令和３年度に、ＪＡなす南が事務局を持っております南那須地域の新規農業者支援対策協議

会というのが立ち上がりました。この中で各種農業団体と情報の共有化に努めてございます。

さらなる担い手対策を図っておりますけども、現段階の目標につきましては、令和７年度まで

に何とか令和２年度の水準の２００名を確保したいというところで、市の農業振興ビジョンの

ほうで目標値を掲げているところでございます。 

 魅力ある農業、稼げる農業の構築というのが、農業の構造的なもので非常に問題になってい

るところでございますけども、その辺りをクリアしながら、１人でも多くの認定農業者の確保

に努めてまいりたいと考えてございます。 

 もう一つ、行財政報告１６７ページ、そして決算書の１２９ページ、農業者支援交付金の

３３０万円についてお答えします。こちらにつきましては、新型コロナウイルス感染症感染拡

大によりまして、農業収入が減少しました農業者の継続的な農業経営を支援するための交付金

でございます。令和３年度の農業収入がコロナ禍前の平成３０年度の農業収入と比較して

２０％以上減少した農家、これは個人・法人問いません、に対する支援金を交付したものでご

ざいます。交付単価につきましては、専業農家に１０万円、第１種兼業農家５万円、第２種兼

業農家２万５,０００円、法人については２０万円という交付単価になってございます。全部

で６１件の交付金を交付した事業となってございます。 

 以上でございます。 

○議長（渋井由放）  星商工観光課長。 

○商工観光課長（星 貴浩）  それでは、御質問いただきました行財政報告書１９５ページ

の関連についてお答えさせていただきます。 

 まず、１点目の観光入込客数の調査方法についてでございます。こちらなんですけれども、

主要観光施設、あと和紙会館、どうくつ酒蔵、やな、ゴルフ場、キャンプ場、社寺、温浴施設、

それらの施設等に対しまして、それぞれ市から照会をさせていただいております。それはその

施設利用者数を回答いただいたものを集計して、こちらの観光入込客数とさせていただいてお

ります。 

 宿泊施設等、こちらもお答えさせていただきます。こちらの調査対象となっている宿泊施設
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でございますが、宿泊施設を併設しているゴルフ場、ホテル、旅館、民宿、キャンプ場、そち

らとなっております。入込客数と同時に、宿泊施設等に対してそれぞれ照会させていただいて

おりまして、月ごとの宿泊者数をまとめさせていただきまして集計しております。 

 ３点目の主要観光施設・観光イベントの入込状況につきまして、その調査方法、あと曜日別、

時間帯別でということでございます。主要観光施設、山あげ会館、ふるさと民芸館、大金駅前

観光交流施設、こちらにつきましては指定管理者から毎月報告をいただいております施設利用

者数を集計したものとなっております。 

 調査方法につきましては、入館者数を手作業で集計したもの、また入り口にセンサーがあり

ますので、そのセンサーでカウントしたもの、そちらを集計しております。 

 曜日の集計につきましては、集計可能なんですけれども、申し訳ございませんが、時間帯別

には取っておりませんので、そちらを御理解いただきたいと思います。 

 なお、曜日別の人数ですけれども、山あげ会館、龍門ふるさと民芸館につきましては、約

５０％から６０％が土日に集中しております。大金駅前観光交流施設につきましては、やはり

土日が多いのは多いんですけども、どちらかというとさっきの２つの施設とは違いまして、平

均的に入館があるという状況でございます。 

 それと、イベントとして集計しております山あげ祭の集計でございますが、駐車場の状況、

それと桟敷席の売上げ、物産展の売上げ等から推計させていただいております。曜日別につき

ましては、やはり土曜、日曜が多く、土曜、日曜で約８０％を超える人数というところで、こ

ちらまとめさせていただいております。 

 以上です。 

○議長（渋井由放）  １番髙木洋一議員。 

○１番（髙木洋一）  答弁ありがとうございます。 

 まず、 初の行財政報告書の３２ページ、情報化の推進について、１９５件ってあるんです

けれども、こちらが令和２年、令和３年も１９５件だったんですけれども、これはずっと同じ

ものということでよろしいでしょうか。一応再確認させてください。 

 続きまして、決算書の５９ページの楽天ふるさと納税利用料。楽天が３割ほど、ポータルサ

イトに追加された効果があったとのことでしたけれども、ほかのポータルサイトの比率という

のが分かりましたら、併せてお願いします。 

 続きまして、行財政報告書の４５ページのわがまちつながり構築事業のメグロ・キャノンボ

ールについてなんですけれども、今年度も１１月１２日に実施すると思われますが、今年度の

目標とか見込みとかありましたら、教えてください。 

 続きまして、行財政報告書の４８ページ、なすから特派員ＳＮＳ情報発信事業について、イ
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ンスタグラムを使っていて、フォロワー数５０８名、閲覧数２万件ということだったんですけ

れども、ほかの自治体でも結構インスタグラムを使っているところがございまして、フォロワ

ー数１万人を超えている自治体もございますので、改めて本市の目標とかございましたら、お

伺いいたします。 

 続きまして、行財政報告書の８４ページ、消防団員数なんですけれども、減少しているとい

うことなんですが、定数の３割減となると合併とかもあり得るということなんですけども、現

状、３割減のところはあるのか、３割減になりそうなところもあるのかも分かりましたら、お

伺いいたします。 

 続きまして、 後、行財政報告書の１９５ページの主要観光施設・観光イベント入込状況な

んですけれども、土日のほうで５０％から６０％ということをお伺いいたしました。営業時間

が土日も午後４時とか、あと龍門ふるさと民芸館のカフェですと、朝１０時から３時までしか

やってなくて、土日も同じということで、行ったんだけど、もう終わっていたというところが

多いので、そこら辺も少し考えていただければと思いますので、お願いします。 

 以上です。 

○議長（渋井由放）  菊池総合政策課長。 

○総合政策課長（菊池義夫）  オープンデータの件数が同じだった理由でございます。正直、

ホームページのデータ更新作業が実施できなかった。いろんな理由からできていなかったため

に件数が同じということでございますので、当然、追加登録を早急に進めてまいりますので、

御理解いただければと思います。 

 もう１点、ふるさとチョイスは約４割、楽天、ふるさとなび、それぞれ約３割ということで、

よろしくお願いいたします。 

 以上です。 

○議長（渋井由放）  小原沢まちづくり課長。 

○まちづくり課長（小原沢一幸）  私のほうからは、まずわがまちつながりの関係ですけれ

ども、メグロ・キャノンボールにつきましては、今年度事業申請がうちのほうにはないもので

すから、こちらについては商工観光課から説明できればと考えています。 

 もう１点、ＳＮＳのほうなんですけども、こちら他自治体で１万人を超えるようなフォロワ

ー数があるということだったんですけども、なすから特派員の事業は令和２年度から実施して

おりまして、投稿数は若干落ち込んでいるところでございますが、フォロワー数は微増してい

るところでございます。 

 年間４００件という投稿数につきましても、非常によく投稿していただいていると感謝して

おります。特派員の方々の努力によりまして、本市の魅力等情報発信を担っていただいており
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まして、大変ありがたいと感じているところです。今後も特派員の皆様の協力を得ながら、本

市の魅力、情報等の発信を行っていきたいと考えておりますので、御理解ください。 

 以上になります。 

○議長（渋井由放）  佐藤総務課長。 

○総務課長（佐藤博樹）  消防団員数が３割減になると、統廃合に向けてのところでござい

ますが、３割減となってすぐ統廃合ということでなく、３割減が長期間続くようであれば、そ

のような方向に向けてどうでしょうかという御案内をしているところでございます。 

 現在、３分団におきまして、３分団４部小木須、５部大木須、６部横枕、それが統合に向け

て現在調整中で、来年の令和６年４月１日に一つの部に調整する方向で、今現在、動いている

ところでございます。そのほかに、６分団のところと７分団の中に３割減になっている部がご

ざいますので、それらにつきましては、今後、そのような方向にいけるかどうかも含めて、調

整をさせていただいているところでございます。 

 以上です。 

○議長（渋井由放）  商工観光課長。 

○商工観光課長（星 貴浩）  先ほどまちづくり課長からありました、わがまちつながり構

築事業のメグロ・キャノンボールについてでございます。 

 こちら、今回はわがまちつながり構築事業としての申請はございませんが、現在、１１月の

実施に向けて、いろいろと実行委員会のほうで検討されているようでございます。その目標等

につきましては、申し訳ございませんが、今そういったところも含めて事業内容も検討中だと

思います。そういったことで御報告させていただきます。 

 それと、主要観光施設の営業時間等につきましては、今、営業時間をどうするというのを回

答するのはちょっと難しいんですけども、そういった御意見をいただいたということで、そち

ら今後、検討するときに参考にさせていただきたいと思います。 

 以上です。 

○１番（髙木洋一）  以上で質問を終わります。 

○議長（渋井由放）  続きまして、質問ございますか。 

 ２番福田長弘議員。 

○２番（福田長弘）  続きまして、通告書に基づきまして、総括質疑を行っていきたいと思

います。２番の福田でございます。よろしくお願いいたします。内容につきましては、決算書

のほうから項目を出しておきましたので、よろしくお願いいたします。 

 まず、決算書２４ページ、使用料及び手数料の総務使用料について、こちら歳入なんですけ

ども、見込んでいた額よりも減少しております。こちらの内容についてお伺いをいたします。 
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 続きまして、４０ページ、こちらのほうも歳入になります。寄附金、全体として、当初の予

想に対して、補正も含めまして大幅な増加となっております。この当初の予定されていた金額

との違いになったことは、どのような原因があるのかということについてお伺いをいたしたい

と思います。 

 続きまして、決算書６７ページ、地域おこし協力隊事業費でございます。トータル３２４万

９,５４８円の事業でございました。この地域おこし協力隊、久々参加というか、入っていた

だいて、この事業が那須烏山市にとってどのような影響を及ぼしたのかどうかということで、

見解をお伺いしたいと思います。 

 続きまして、決算書７７ページ、定住促進対策費でございます。こちらの負担金、補助金、

交付金に不用額が出ております。こちらの内容についてお伺いをしたいと思っております。 

 続きまして、決算書１３６ページ、林業振興費でございます。当初の予算に対し、歳出金額

が減額になった内容についてお伺いをいたします。 

 続きまして、決算書１３８ページ、商工振興費でございます。こちらのほう、１億円を超え

る大きな予算となりました。新型コロナ対策商工業支援事業に対する効果についてどのような

ものだったのか、見解を伺いたいと思っております。 

 続きまして、決算書１５４ページ、非常備消防費でございます。こちら報酬のほうの不用額

となった金額の内容について、お伺いいたします。 

 よろしくお願いいたします。 

○議長（渋井由放）  小原沢まちづくり課長。 

○まちづくり課長（小原沢一幸）  決算書２４ページ、使用料及び手数料の減額について御

説明いたします。こちら主な減額のものは、自家用有償バス使用料になります。利用者が減少

したことによりまして、減額補正させていただいたところです。 

 次に、地域おこし協力隊事業費、決算書６７ページ、こちらについて御説明いたします。本

事業につきましては、３２４万９,５４８円の決算でありますが、地域おこし協力隊としての

活動内容は、今年度開業１００周年を迎えますＪＲ烏山線のＰＲのための動画作成や、メグロ

の聖地、那須烏山としてのウェブサイトの開設、また空き家バンク物件の紹介動画に努めてい

ただいたところです。作成されましたウェブサイトや動画、インスタグラムについても好評で

ありまして、アクセス数も伸びているところでございます。かなり市にとってはＰＲにつなが

ったものだと考えております。また、動画やウェブサイト以外にも、移住フェスタやイベン

ト・行事などの参加も多岐にわたりまして、本市のプロモーション活動に活躍していただいた

ところでございます。 

 地域おこし協力隊の任期中の人件費、活動費等につきましては、国の支援が受けられまして、
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隊員の任期終了後につきましては、地域に定住し、企業などにより地域経済にも一定の効果を

もたらすような活動が期待できることから、市にとっても重要な存在だと考えております。引

き続き、御理解、御協力を賜りますようお願い申し上げます。 

 続きまして、決算書の７７ページ、定住促進対策事業費についてお答えいたします。本事業

に係る負担金、補助金及び交付金の内訳でございますが、移住促進住宅奨励金として、予算額

１,４４０万円に対しまして申請４８件で、１,４３０万円、不用額が１０万円となります。 

 次に、移住ファミリー家賃補助金、こちら予算額２４万７,０００円に対しまして申請３件、

１９万８,３００円、不用額が４万８,７００円となります。 

 空き家バンク改修補助金につきましては、予算額８０万円に対して申請２件で、２０万

９,０００円、不用額が５９万１,０００円となります。 

 次が地方創生移住支援金、こちら予算額１００万円ということなんですが、申請がゼロとい

うことで不用額１００万円、合計１７３万８,７００円が不用額となりました。 

 以上になります。 

○議長（渋井由放）  菊池総合政策課長。 

○総合政策課長（菊池義夫）  決算書４０ページの寄附金についての御質問でございます。

当初予算に対しての大幅な増加ということでの要因の御質問でございます。 

 端的に言いまして、当初予算につきましては、多くの財源を予定することが適切でないとい

うのが一番の理由なんですが、今回、ふるさと納税と企業版ふるさと納税の二通り、当初予算

に計上しております。 

 企業版につきましては、これは全く分かりませんので、科目存置で１,０００円でございま

す。ふるさと納税は５００万円、当初予算を予定させてもらいましたが、国のルールで歳出は

５０％に程度にとどめなさいというのがございまして、経費２５０万円ということで、歳入は

単純に５００万円という計上でございまして、結果的には昨年度よりも下回ってしまいました

けども、以上のような計上を毎年させていただいております。 

○議長（渋井由放）  深澤農政課長。 

○農政課長（深澤宏志）  私のほうから、決算書１３６ページ、林業振興費の１,０９１万

円の減額の要因についてお答えさせていただきたいと思います。 

 林業振興費の中の１,０９１万円につきましては、まず森林環境譲与税を活用しました森林

経営管理制度事業におけます森林所有者の間伐のための意向調査、さらには間伐を行うための

森林の集積計画書の作成業務委託が当初予定していた事業よりも減少したことが、まず一つの

要因。そしてさらには、とちぎの元気な森づくり県民税を活用しましたとちぎの森づくり推進

事業というものがございます。これは里山林の整備事業と管理事業というところでございます
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けども、こちらの事業に取り組む実施団体が減少したというのが要因でございます。 

 森林管理制度事業につきましては、当初、意向調査に２地区を予定してございましたけども、

こちらの意向調査がゼロ地区ということで、ちょっとできなかったところでございます。 

 また、間伐のための集積計画書の作成業務委託、当初、大木須地区で２０ヘクタールを予定

していましたけども、そちらの面積が８.３ヘクタールということで、ちょっと減少したこと

でございます。 

 また、元気な森づくり推進事業の里山林の整備事業につきましては、当初、４団体というこ

とで、こちらは変わりありませんけども、管理事業については、当初、５団体予定していまし

たけども、それが４団体になってしまったということで、１,６９１万円の減額というところ

でございます。 

 以上でございます。 

○議長（渋井由放）  星商工観光課長。 

○商工観光課長（星 貴浩）  決算書１３８ページ、商工業振興費のうちの新型コロナ対策

商工業支援事業についてお答えさせていただきます。 

 こちら事業の詳細につきましては、行財政報告書３２１ページ以降にそれぞれの事業の実績

等を記載させていただいております。令和４年度につきましては、コロナ関連で８本の事業を

展開させていただきました。 

 そのスキームなんですけれども、商品券事業などによりまして市内経済を循環させ、個別支

援金により事業者の課題解決を支援、売上げが減少しているところですとか、コロナ禍の中で

社会情勢の変化に対応すべく新たな取組を行うところ、そういった事業者に対しまして直接的

に支援金を交付するなどしまして、多面的な支援を行ってまいりました。 

 効果としましてですけども、これらの事業の結果、令和４年度中に市内でコロナ禍を直接の

要因として廃業した事業者というのが、我々の把握できる限りは１件もなかったと思ってござ

います。そういったことから、一定の効果があったのではないかと判断しております。 

 以上です。 

○議長（渋井由放）  佐藤総務課長。 

○総務課長（佐藤博樹）  決算書１５４ページ、非常備消防費の報酬の不用額の内容でござ

います。 

 消防団員の報酬につきましては、令和４年度より、今まで出動手当といったものも全部報酬

として支給することになってございます。大きく年額報酬、それと指導報酬、その２つがござ

います。年額報酬に関しましては、１年間を通して全く出動等の実績がない消防団員に対して

は支給をしないという取決めになっていることから、不用額が生じております。また、出動報
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酬に関しましては、年度末の火災を 初は予定していたところ、 後にそれほど火災がなかっ

たことから、不用額が生じたという状況でございます。 

 以上であります。 

○議長（渋井由放）  ２番福田長弘議員。 

○２番（福田長弘）  ありがとうございました。大体基本的には内容は理解したつもりでご

ざいますが、再質問をさせていただきたいと思います。 

 手数料について、これは歳入のほうなので、確実に上げられるようなところはしっかりカバ

ーしていただければなと思っております。 

 寄附金のところでございます。なかなかこれ 初から計上するのが難しいというのは、よく

分かるところでございます。企業版ふるさと納税、結構多いですけども、こちらのほうって、

何か特定企業に対してのＰＲとかってされているのかどうかということをちょっとお聞きした

いと思います。よろしくお願いいたします。 

 続きまして、地域おこし協力隊についてです。頑張っていると。さらに那須烏山市がどこか

らでも、先ほど髙木議員のほうからＳＮＳ云々とありましたけども、そちらからももうちょっ

とＰＲのほうを頑張っていただければなと思います。 

 定住促進対策費のほうでございます。なかなか使いにくかったというのがありますが、完全

に申請がなかったという補助金がありました。こちらのほうは何でなかったのかみたいな理由

について、お教えいただければと思います。 

 林業振興費でございます。こちらのほうもなかなか担い手が少ないと。基本的にこれだけ準

備していてもやっていただける方が少なかったみたいなところが大きいかと思いますけども、

林業のほうも今後いろいろ、今、間伐のお話とか結構ありましたが、非常に重要な事業だと思

いますので、ぜひ有効に予算を使っていただければと。要望でございます。よろしくお願いい

たします。 

 商工振興費でございます。こちらのほうも使っただけ効果があったということでございます。

何とか生き延びたというところもございます。今年度以降も新たな政策にまた取り組んでおら

れますけれども、継続的に市内商工業者に対する支援事業をよろしくお願いしたいと思います。 

 消防費については理解しました。 

 じゃ、何点かについて御回答いただければと思います。 

○議長（渋井由放）  菊池総合政策課長。 

○総合政策課長（菊池義夫）  寄附金につきましては、財源の確保という観点から今後も重

要な分野でございますので、ふるさと納税、企業版ふるさと納税ともにしっかり市のほうでＰ

Ｒをしてまいりたいと思います。 
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 特定の企業に周知はしているかという部分でございますが、今、市内で太陽光の設置の企業

多くございます。そういった企業から多くの寄附をいただいてきていました。企業者の分とし

て。そういった企業に市長自ら訪問して状況を聞いたり、市のＰＲをしながら、企業版ふるさ

と納税にいかがでしょうかというセールスもさせていただいているのが実情でございます。 

 今現在行っておりますのは、御存じのとおり、大木須里山の関係で企業が寄附をいただいて

事業を行っておりますが、大本には市のまち・ひと・しごと創生事業という基本計画に基づい

て賛同していただける企業が、企業版のほうに出資していただきますので、そういった部分で

は市のホームページを通して、それ以外でもますますこれからＰＲはしてまいりたいと思いま

す。 

○議長（渋井由放）  小原沢まちづくり課長。 

○まちづくり課長（小原沢一幸）  定住促進対策で、申請されてなかった事業について御説

明いたします。 

 こちら地方創生移住支援金という事業になりまして、こちら条件が結構厳しいところがあり

まして、例えば直近１０年間のうち、通算５年以上東京２３区に住んでいるとか、２３区の都

内に勤めていた方とか、さらにこちらに戻ってきての就業先が、県の移住支援金の対象となる

マッチングサイトに掲載してある事業者、そういうところに就職された方とか、そういった条

件等厳しい中で、事前に相談等がありますけど、もしかすると対象になるかなということで予

算だけは確保しておいたんですけども、結局交付されなかったんで、使えなかったというのが

実情でございます。 

 以上になります。 

○議長（渋井由放）  ２番福田長弘議員。 

○２番（福田長弘）  御回答ありがとうございました。なかなか歳入、交付金も少なくなっ

ているところでございます。できれば市の財産を有効的に利用していただいて、歳入方法等を

見つけていただければと思います。 

 あとは、地域的に人口、各関係、人が少なくなってきて、予算をつけたけど、使う人がなか

なかいないというところもあります。やりたい人はいっぱいあると思いますので、やりたい人

のところに重点的にどんとできるような施策をやっていただければと思います。 

 以上でございます。ありがとうございました。 

○議長（渋井由放）  ここで暫時休憩いたします。再開を１０時５５分といたします。 

休憩 午前１０時４６分 

 

再開 午前１０時５５分 
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○議長（渋井由放）  休憩前に引き続き、再開いたします。 

 質疑はございませんか。 

 ３番荒井浩二議員。 

○３番（荒井浩二）  私も、決算総括質疑通告書に従って質問させていただきます。 

 まず、１つ目、決算書及び行財政報告書について。議会でもタブレットの利用など、ペーパ

ーレス移行が進んできております。これらの資料がデジタル化、ＰＤＦ化されるのはいつ頃か

お伺いいたします。自治体によっては全ての資料をオンラインで公開し、行政の可視化が進め

られております。概要版だけでなく、これらのデータを積極的に公開し、市民に行政の理解と

関心を求め、また幅広く御意見をいただけるきっかけをつくるべきだと考えるのですが、いか

がでしょうか。 

 ２つ目、行財政報告書３３ページ、ふるさと応援寄附金、寄附状況について。先ほども同僚

議員から質問があり、答弁があったんですけれども、こちら先ほど課長からも言及がありまし

たが、８月１９日付の下野新聞社の記事によると、寄附獲得額は９５７万円、実質的収支はマ

イナス１,６２３万円となっていて、こちら本市のほうと計算方法が多少違うということなん

ですけれども、詳しく教えてください。また、こういった収支に関して行財政報告書にも記載

するべきだと私は考えますが、いかがでしょうか。 

 次に、行財政報告書４７ページ、公共交通について。市営バス運行、デマンド交通において、

令和３年度と４年度で乗車人員や利用人員に地域によって増減がありますが、どのように分析

しているのか教えてください。「那須烏山市地域公共交通計画」において、昨年度の実施計画

から本年度は具体的な実施と進んでおります。現在の進捗と所見について伺います。 

 ４つ目、行財政報告書４２ページ、環境グループについて。特定外来生物駆除に関し、本市

で確認されているもの、駆除を行っているものがあれば、それについて教えてください。決算

質疑ではありますが、今年４月から特定外来生物駆除に関して、自治体の駆除に関しては努力

義務となります。それらの費用について交付金増額の措置があるとお伺いしましたが、本市は

どのように対応していくのかお伺いします。 

 ５つ目、行財政報告書５７ページ、契約管財グループ。庁舎及び公共施設における照明のＬ

ＥＤ化率についてお伺いします。また、それらの導入コストに対し、電気代削減の成果が表れ

るのはどれくらいになるのか、その見積りについて教えてください。 

 行財政報告書５８ページ、危機管理グループ。本市の防災の要ということで始まったと記憶

しております防災情報伝達システム「防災ｉｎｆｏなすからすやま」について、行財政報告書

に登録者数や戸別受信機の利用等に関する具体的な報告の記載が見受けられません。これに関

しては毎年御質問もあると思うんですけれども、記載はありません。それらに加えて、メッセ
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ージを閲覧しないと、端末にそもそもメッセージが届かなくなる仕様のようなんですけれども、

現在のアクティブユーザー数も含めて現状を伺います。 

 また、導入時に様々な便利な機能があって、それらを利活用して市の情報発信に努めていく

と、運用開始前、運用開始後に説明をいただきましたが、具体的にそれらの機能を用いた運用

があったとすれば、そちらについても教えてください。 

 ７つ目、行財政報告書９５ページ、税務課。電子納付の推進により、窓口納付の比率や職員

の業務負担軽減にどのような変化があったのか教えてください。ｅ－Ｔａｘによる申告補助を

行っているとのことですが、昨年度と比較して利用者数、説明会参加人数は増加しているのか、

またそれらの補助により、完全に自力で申告ができるように市民がなっていけそうなのか、所

見を伺います。 

 ８つ目、行財政報告書１０９ページ、コンビニエンスストア証明等取扱い件数。証明書等の

発行に関して、同じページのキ・クにこれらの取扱い件数は含まれるのか教えてください。コ

ンビニ交付におけるマイナンバーカードの利用に絡み、一部混乱があったが、この間も証明書

の発行に関して市からのお知らせがありましたけれども、現在も課題等があれば、利用増への

取組と併せて教えてください。 

 次に、行財政報告書１３０ページ、糖尿病重症化予防事業。情報提供者数の令和３年度比増

の理由について教えてください。 

 次に、決算書から１６５ページ、小学校管理費業務委託料について。運営センター業務や児

童見守りシステムについて、以前も一般質問で質問させていただいたんですけれども、保護者

の安心を支えるためにも時代とコストに見合った見直しが必要ではないかと申し上げておりま

す。その後の検討や今後の計画について教えてください。 

 次に、行財政報告書２３４ページから２３５ページ、利用者カード登録数、電子図書館につ

いて。登録数に関し集計方法を教えてください。また、児童生徒に図書カードの取得を促すた

めの機会をどのように設けているのか伺います。ＧＩＧＡスクールにより配布されたタブレッ

ト端末の利活用及び読書と学びの拡充を促すためにも電子図書館との連携は欠かせないと考え

ますが、現在までに学校現場で児童に電子図書館の利用を促すために行った施策があれば教え

てください。 

 後に、こちら先ほども訂正をいただいたんですけれども、行財政報告書２６８ページ、高

額療養費。こちらの数字は誤りだったということなんですけれども、令和３年度比増の要因に

ついて所見を伺います。 

○議長（渋井由放）  菊池総合政策課長。 

○総合政策課長（菊池義夫）  決算書のＰＤＦ化につきましてお答えしたいと思います。 
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 決算書につきましては、本議会議決後に速やかにＰＤＦ化して、市ホームページに公表させ

ていただきます。当初予算については既にもう公表済みでございますので、御確認いただけれ

ばと思います。 

 ふるさと応援寄附金の状況でございます。新聞記事の寄附額９５７万円につきましては、総

務省が取りまとめた数字でございます。まずは今回の令和４年度の寄附額は１,４６７万

２４２円でございます。その金額から企業からの寄附、この分をまず除いております。それが

５１０万２４２円。イコール９５７万円という数字がまず寄附額として載っております。

９５７万円から住民税の税収額を引き、さらに事務経費を引いた部分が１,６２３万

９,０００円という減額の数字が、新聞記事のほうで報道された額でございます。 

 それから、行財政報告書に収支も記載すべきではないかという御提案でございます。いただ

いた寄附金の額、使い道の公表は、しっかり公表していきたいと考えております。収支につき

ましては今後の検討課題とさせていただいて、近隣市町の公表の状況も参考にして研究させて

いただきますが、収支を載せるとすれば、寄附額から市の事務経費を引いた金額という形で、

髙木議員にお示しした金額の載せ方かなと考えておりますので、よろしくお願いします。 

○議長（渋井由放）  小原沢まちづくり課長。 

○まちづくり課長（小原沢一幸）  行財政報告書４７ページ、市営バス運行、デマンド交通

についての御質問に対してお答えいたします。 

 市営バス運行、デマンド交通における令和３年度、４年度の利用増減の分析についてであり

ますが、まず市営バスにつきましては、かつては多くの通勤通学利用がありました。少子高齢

化等により利用者減が続いている状況です。現在の利用者の中心は烏山高校生でありまして、

その年の定期利用者の状況によりまして、乗車人員が左右されております。烏山高部線につき

ましては、茨城県からの通学者の減少とともに、ＪＲ烏山線利用者等が烏山駅から烏山高校ま

での乗車も減少しまして、令和４年度はその利用者がかなり減少したものと思われております。

また、市塙黒田烏山線につきましては、市貝町から烏山高校への定期利用者が増えたことによ

りまして、利用者増につながったものと思われます。 

 デマンド交通につきましては、令和３年度の３地区合計の利用者人員が１万７,３０５人、

令和４年度が１万７,２８６人と、ほぼ前年度並みとなっております。地区別に見てみますと、

南那須地区はほぼ同数で、烏山Ａ地区が４８７人の増、烏山Ｂ地区が５８１人の減となってお

ります。令和３年度、４年度ともコロナ禍の影響もありますが、烏山Ａ地区につきましては令

和４年度に導入した回数券の利用が好調であったことが、利用者増の理由として考えられます。

また、烏山Ｂ地区につきましては、他地区より高齢化が進んでいることなどから、利用者減の

理由として考えているところでございます。 
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 次に、那須烏山市地域公共交通計画の現状の進捗状況についてお答えいたします。こちら令

和３年３月に策定しました那須烏山市地域公共交通計画におきましては、市営バスの運行内容

の適正化、デマンド交通の運行内容の適正化について、令和３年度、４年度が実施計画の年、

令和５年度から実施ということにしております。しかしながら、計画策定後には、コロナ禍に

より学校の休校、外出控えなどがありまして、通常ベースの利用状況の把握が困難となったと

ころでございます。 

 さらに市営バスにおきましては、２路線とも車両故障が頻発するなど、計画策定時には想定

してなかった事態が発生していることから、これらを踏まえまして、令和５年度からの市営バ

スの新契約におきましては、契約期間を従来の３年間から２年間に短縮し、この期間に利用実

態を詳細に調査し、次期契約に反映させることとしました。 

 よって、地域公共交通計画の市営バスの運行内容の適正化の実現に向けましては、乗降調査

等を実施している状況でありまして、その調査結果をもとに利用状況を検証する運びとしてお

ります。実施計画につきましては、遅れているのが現状でございます。 

 次に、行財政報告書の４２ページ、特定外来生物に関し、本市で確認されているものが、ま

た駆除を行っているものがあるかという質問に対してお答えいたします。現在、対象となる特

定外来生物は１５９種類指定されております。令和５年６月１日に、アメリカザリガニとアカ

ミミガメが指定されたところです。本市におきましてもアメリカザリガニやアカミミガメ、オ

オクチバス等は確認されていますが、駆除に関しましては行ったことがないところです。 

 次に、今年４月から、特定外来生物駆除に関しまして自治体の努力義務になり、それらの費

用について交付金増額の措置があるが、本市はどのように対応していくかということにつきま

しては、新たに地方財政措置としまして、地方公共団体が特定外来生物の防除等に対する経費

につきまして、特別交付税措置の対象となりました。従来、環境省からの指示で２分の１の補

助だったものが、さらに４分の１、特別交付税で措置されまして、市の負担は４分の１になる

ところです。また、単独でやる場合の費用についても、従来は１０割、市の負担だったところ

が、特別交付税で３割負担されるようなことになっています。 

 特定外来生物の対応につきましては、県と連携・協力を取りながら、庁内の関係課と横断的

な情報共有を図って対応してまいりたいと考えております。 

 以上になります。 

○議長（渋井由放）  佐藤総務課長。 

○総務課長（佐藤博樹）  まず、行財政報告書のＰＤＦ化の関係ですが、令和３年度から一

部ＰＤＦデータでの成果品を納めていただいています。ただし、これに関しては、今後、ホー

ムページの活用を利用した自由に閲覧できる仕組みを検討しています。しかし内容に個人情報
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等が含まれている可能性があることから、現在、精査中でございます。それを整理した段階で、

令和６年度以降の決算書、行財政報告書については、ホームページに掲載する予定で現在進め

ているところでございます。 

 続きまして、行財政報告書５７ページ、契約管財グループのほうでございますが、公共施設

の照明のＬＥＤ化についてお答えいたします。 

 まず、正確な回答は難しいんですが、施設単位で回答してみたいと思います。市内小学校

５校、中学校２校、７校の校舎は、体育館施設は除きますが、ＬＥＤ化されてございます。そ

れから、烏山庁舎、南那須図書館、南那須庁舎の一部、市民ホールのところはＬＥＤ化してお

ります。また、今後、三箇トンネルや小白井トンネル、ＬＥＤ化に向けた工事が進む予定で考

えてございます。 

 次に、導入コストの成果といったところの御質問でございますが、試算ごとのものはないん

ですが、烏山庁舎をＬＥＤ化したときの資料により、平成３０年度電力量でいえば２万

３,４００キロワット、電気代でいうと３５万８,０００円ほどが削減できる試算となってござ

います。 

 続きまして、行財政報告書５８ページ、防災行政情報伝達システムの防災ｉｎｆｏなすから

すやまの登録件数や戸別受信機の利用者の記載についてということでございますが、現在、行

財政への記載についてはございませんので、今後検討したいと思っております。 

 また、現在の登録者数でございますが、アプリ登録は１,８８４件、戸別受信機は

１,５１１台、アプリに関しては、議員がおっしゃるとおり、長期間、６か月程度未読である

場合は登録削除ということで運用されているところでございます。 

 また、様々な機能があり、それらを行使する予定で今後いきますという話をしたということ

でございますが、その中身についてでございますけれども、現在、それについての汎用はされ

ておりませんが、例えば職員向けの招集や介護施設などの避難訓練において、戸別受信機、そ

の端末だけを鳴らして避難訓練をしたりとか、そういう情報発信をしてございます。災害情報

と連携した避難訓練を実施しているところでございます。 

 以上であります。 

○議長（渋井由放）  川俣税務課長。 

○税務課長（川俣謙一）  税務課からは、２点について回答申し上げます。いずれも行財政

報告書９５ページ以降となります。 

 まず、１つ目、電子納付の推進により、窓口納付の比率や職員の業務負担軽減にどのような

変化があったのかについてですが、今年度から共通納税システムということで、納付書のＱＲ

コードを使用しての納税を開始したところでございます。対象税目につきましては、市県民税
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の普通徴収、固定資産税、軽自動車税、国民健康保険税の４税目となります。４月から８月末

までで、このシステムを利用しての納付は一般会計で約４,６００件ございました。それに対

し、４月から８月までの間で令和５年度と令和４年度の納付書払いを比較しますと、令和５年

度については１万５８７件に対し令和４年度は１万５,６３４件で、今年度、令和５年度の納

付書払いが約５,１００件程度少なくなっているので、効果があったのかなと思っております。 

 この納付書払いの件数につきましては、市役所で扱った分と市役所以外の金融機関や郵便局

も含んでおります。市役所で納税する場合、会計課窓口となりますので、納付書払いが減った

分は会計課の窓口業務の負担軽減が図れるのかなと思っていたところで、会計課のほうに確認

したところ、そもそも会計課の窓口での支払いが比較的少ないのと、あと納める方の年齢層が、

どちらかというと年配の方ということで、さほど影響はなかったと聞いております。 

 なお、電子納付が増えることによる税務課職員の業務負担軽減は直接的にはないと思われま

すが、納税者に納付方法の選択肢を増やすことであったり、あと納付しやすい環境を整えるこ

とにより、滞納の件数を減らすことにも寄与するのかなと期待しているところでございます。 

 ２つ目、ｅ－Ｔａｘによる申告納付を行っているとのことだが、昨年と比較して利用者数、

説明会参加者数は増加しているのか、またそれらの補助により、完全に自力で申告ができるよ

うになっていけそうなのかということですが、まず１つ目のｅ－Ｔａｘの利用者数ですが、件

数を申し上げますと、令和２年分２,５３２件、令和３年分２,９７８件、令和４年分

２,５９１件で、令和３年分がちょっと突出しておりますが、この理由は分からないところで

すが、いずれにしても毎年２,５００件以上はパソコンやスマホにより申告をしていただいて

おります。 

 参考に、市役所での申告受付の件数ですが、令和２年分４,３２４件、令和３年分

４,０６７件、令和４年分３,６８５件となっていることから、市役所での申告は減少傾向にあ

り、ｅ－Ｔａｘによる申告件数が横ばいである状況を見ますと、電子申告を選択している方が

増えていると思われます。 

 ２つ目としまして、スマホでの申告方法説明会の人数ですが、令和３年度は１６人、令和

４年度は１７人と、変わらないような状況となっております。ＤＸ推進に向けた業務環境の構

築として、市民に寄り添うデジタル化の推進が求められております。税務課では重点目標とし

て、確定申告において自宅で対応できるスマホ申告を推奨し、市役所へ行かない申告の環境構

築を図るため、今年度はさらにスマホ申告方法説明会への参加者を募り、スマホ確定申告を普

及させることを税務署とも調整を図りながら、今進めているところでございます。 

 ３つ目の完全に自力で申告ができるようになっていけそうなのかということですが、私の個

人的なことなんですが、国税庁のホームページで確定申告ができるようになった当初から私は
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それを利用しているのと、あと家族の分も一緒に申告しているところですが、正直申し上げて、

当初は税務関係に携わらない一般の方ができるのかなというような感じでした。全部読んでい

かないと入力できないような、結構難しいなという感想でありました。しかし、今回もパソコ

ンでやったんですが、かなり見やすいというか、入力しやすいような環境になっております。 

 さらにスマートフォンでの確定申告、私はまだやったことがないんですが、ちょっと確認し

てみたところ、例えば給与所得者は源泉徴収票の入力が必要になってくるかと思うんですが、

それをシステム上、カメラで撮影すると、源泉徴収票のデータがすぐに反映するということで、

かなり簡単になってくると思われますので、そういったことを考えると、チラシを配布したり、

説明会などを丁寧に行えば、そういった電子申告のほうに市民の皆さんが徐々に移行していっ

てくれるのではないかと期待しているところでございます。 

 税務課からは以上です。 

○議長（渋井由放）  大谷市民課長。手早にお願いしますね。時間なくなっちゃいます。 

○市民課長（大谷啓夫）  それでは、私のほうから、行財政報告書１０９ページ、コンビニ

エンスストア証明等取扱件数について御説明いたします。 

 まず、同じページのキ・クの表に含まれるのかどうかというところなんですが、こちらコン

ビニエンスストア証明等取扱い件数、単独の表になっておりますので、含まれておりません。 

 それから、コンビニ交付におけるマイナンバー利用に絡む課題、それから利用増への取組と

いうところなんですが、特に今のところ課題のほうはございませんが、利用増ということで、

窓口に来られた方への周知、それから市ホームページ、お知らせ版等での利用促進の周知をし

てございます。 

 今後、他市町の事例なども調査して、利用増に向けた検討をしてまいりたいと考えてござい

ます。 

 続きまして、行財政報告書１６８ページ、高額療養費についてでございます。こちらについ

ては数値のほうに間違いがありまして、申し訳ございませんでした。 

 高額療養費につきましては、被保険者の年齢構成が年々高くなっていること、医療技術の高

度化により金額が増加しているものと考えてございます。それから、ここ数年のコロナウイル

ス感染症による受診控えにより、重症化してから受診するということも見られているようでご

ざいます。 

 以上でございます。 

○議長（渋井由放）  岡健康福祉課長。 

○健康福祉課長（岡 誠）  私のほうから、行財政報告書１３０ページ、糖尿病重症化予防

事業、情報提供者数の増の理由についてお答えいたします。 
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 増加の理由でございますが、糖尿病の検診におきまして、高血糖の状態をより正確な判断が

できるよう、特定健診におきましてヘモグロビンエーワンシーの検査、これは過去一、二か月

の平均的な血糖値の状況が分かる検査でございます。その検査を全員に導入したことによりま

して該当者が増加しまして、結果的に大きく対象者が増加したことが要因となっております。 

 以上です。 

○議長（渋井由放）  大鐘学校教育課長。 

○学校教育課長（大鐘智夫）  学校教育課から、運営センター業務、児童見守りシステムに

ついてお答えをいたします。 

 この件につきましては、以前から荒井議員より御指摘をいただいておりまして、課の中でも

検討させていただいております。児童見守りシステムの目的は、児童が登校した、下校した、

この情報を保護者に伝え、保護者の皆様に安心を与えることです。特にスクールバスの利用者

の保護者は、停留所まで迎えに行くのに安心で便利なシステムでございます。現状では、保護

者の安心を支えるという目的が達成でき、導入経費や運営費用、保護者の手間等を考えると、

現行のシステムを継続することが一番ではないかと考えております。 

 しかしながら、こういったシステムは日進月歩ですので、今以上に導入費用を含めた費用が

安価で、児童や保護者に何かと負担が少なく、操作しやすいシステムの導入には引き続き課題

とさせていただきます。 

 以上でございます。 

○議長（渋井由放）  黒尾生涯学習課長。 

○生涯学習課長（黒尾明美）  行財政報告書２３４ページ、２３５ページの利用者カード登

録者数と電子図書館についてお答えします。 

 利用者の登録数の集計方法につきましては累計となっております。申し出された転出や死亡

については、停止手続を取っております。 

 電子図書館関係ですが、児童生徒に図書カードの取得を促すための機会と、学校現場での電

子図書の利用を促すというところについて、学校ごとに利用者登録、電子図書の登録を進めて

おりまして、そちらが対応になっております。 

 以上です。 

○議長（渋井由放）  ３番荒井浩二議員。 

○３番（荒井浩二）  おおむね理解できましたが、時間がないのであれなんですけど、決算

書とか行財政報告書に関して、デジタル化が進んでいるので、今、個人情報等を精査して、載

せられるものと載せられないものに分けて載せていくということで、どんどんこういった情報

公開を進めていっていただきたいなと思います。 



令和５年第４回９月定例会 第４日 

－223－ 

 あと、特定外来生物駆除の件、こちらのほうも有効な交付金の措置があるということなので、

なかなか実際の駆除まではいろいろ段階があり、難しいかもしれないが、教育現場だったり、

そういったところに周知することによってまず市民の意識を高めて、必要であれば駆除に対し

ても何かしら対策をしていっていただければと思います。 

 あと、防災ｉｎｆｏなすからすやま、こちらはあまり活用できてないのかなというところが

あって、私は有効活用していって、情報をある程度一元化していったほうが、いろんな経費の

圧縮になるのかなと思うので、そこに関しては考えていただきたい。 

 後、時間がないのであれなんですけれども、これ御質問できなかったんですけども、行財

政報告書の２９ページ、国・県への要望ということで、国庫補助負担金についてあるんですけ

れども、後でこちらについて内容を教えてください。お願いします。 

○議長（渋井由放）  続きまして、どなたか。 

 ４番堀江清一議員。 

○４番（堀江清一）  私は、行財政報告書から全てです。 

 まず、 初に１１７ページ、障害者自立支援についての訓練等給付費、人数と内容について。 

 １２１ページ、生活保護申請等の件数。廃止件数の内容について。 

 １３７ページ、育成相談、１３不登校相談。不登校の子供の人数について。 

 １６９ページ、土地改良。塩那台、芳賀台、各市の面積はどれぐらいなのかということです。 

 １７２ページ、多面的機能支払交付金。補助金については、本市の負担が１１３万

６,９７９円というふうに表示されているということですが、それを確認したいと思います。 

 １９４ページ、観光団体育成支援。同じ２項目ありますので、市観光協会への交付金の内訳、

山あげ祭実行委員会の交付金の内訳についてお願いします。 

 ２０３ページ、建設事業費委託。三箇トンネルの照明をＬＥＤ化にするということですが、

完成予定時期はいつになるのか、明快にお答えいただければと思います。 

 それと２０４ページ、橋りょう等維持管理費事業、③工事。青雲橋の補修工事なんですが、

さらっと見た限りではそんなに大きい工事ではないんですが、１億円以上のお金が使われてい

るかと思いますので、詳しく内容を教えていただきたいと思います。 

 ２１３ページ、スクールガードリーダー。これは仕事の内容について、仕事どんなことをや

っているのか教えていただければと思います。 

 ２３９ページ、文化財の指定状況。天然記念物１７件とありますが、１７件って、どのよう

なものが天然記念物になっているのか、教えていただければと思います。 

 報告は通告してないんですが、これは 後のところに載っているんですけど、３４３ページ、

都市計画審議会。市議会議員も同僚議員なんかもメンバーになっておられますが、これは年に
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何回ぐらい行われているのか、教えていただければと思います。 

 以上です。 

○議長（渋井由放）  岡健康福祉課長。 

○健康福祉課長（岡 誠）  私のほうから、健康福祉課に係るものを２点ほど御回答申し上

げます。 

 まず、行財政報告書１１７ページ、障害者自立支援訓練等給付費人数と内容についてお答え

いたします。 

 サービスとしましては、こちらのほう８つのサービスがございます。 

 まず、第１点目、共同生活援助でございますが、こちら内容としましては、共同生活を営む

べき住居において必要な日常生活上の援助を行うサービスになっておりまして、令和３年度が

６４３名、令和４年度が７０４名、５１名の増、金額にしますと１,４７４万５,８６５円の増

となっております。 

 ２点目としまして自立訓練（機能訓練）でございまして、こちらは障害者支援施設や障害福

祉サービス事業所に通う、もしくは居宅を訪問して理学療法士、作業療法士等のリハビリテー

ション、生活等に関する相談・助言など、必要な支援を行うサービスでございます。こちらに

つきましては、令和３年度、４年度ともにゼロになっております。 

 ３点目としまして自立訓練（生活訓練）でございますが、こちらは障害者支援施設や障害福

祉サービス事業所に通う、もしくは居宅を訪問して、自立した日常生活を営むために必要な訓

練、生活等に関する相談・助言などを行う支援となっております。こちらに関しましても、令

和３年度、４年度については実績ゼロになっております。 

 ４点目としまして就労移行支援でございますが、こちらは生産活動、職場体験その他の活動

の機会の提供、その他の就労に必要な知識及び能力の向上のために必要な訓練、求職活動に関

する支援、適性に応じた職場の開拓、就職後に職場に定着するために必要な支援を行うもので

ございます。こちらに関しましては令和３年度が３６名、令和４年度が４８名、１２名の増で、

２６５万４,７８０円の増になっております。 

 ５つ目としまして、就労継続支援Ａ型がございまして、こちらは雇用計画等に基づき、就労、

生産活動その他の活動の機会の提供、その他の就労に必要な知識及び能力の向上のために必要

な訓練等の支援を行うものでございます。利用数ですが、令和３年度が３５４名、令和４年度

が４４７名、９３名の増でして、金額にしますと１,５９６万９,６９２円の増になっておりま

す。 

 ６点目としまして、就労継続支援Ｂ型、こちらは通常の事業所に雇用されることが困難な障

害者、生活活動その他の活動の機会の提供、その他の就労に必要な知識及び能力の向上のため
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に必要な訓練等を行う支援でございます。こちらは令和３年度が１,１０２名、令和４年度が

１,０９４名、マイナス８名になっております。金額にしますと６６７万５,５３７円の減にな

っております。 

 続きまして、７点目、就労定着支援でございますが、通常の事業所に新たに雇用された障害

者の雇用の継続を図るため、企業等関係機関と連絡調整を行うとともに、雇用に伴い生じる日

常生活または社会生活を営む上での各般の問題に関する相談、支援及び助言等の必要な支援を

行うものでございます。こちらは令和３年度が５９名、令和４年度が２５名、３４名の減とな

りまして、金額は１１９万１,６６７円の減でございます。 

 後、８つ目、自立生活援助としまして、居宅において単身等で生活する障害者に定期的な

巡回訪問または随時通報を受けて行う訪問相談対応等により、自立した日常生活を行う上での

問題を把握し、必要な情報の提供、助言、相談や関係機関等の連絡調整を行い、自立した日常

生活を営むことに必要な援助となっております。実績につきましては、令和３年度、４年度と

もにゼロになっております。合計しますと、令和３年度の利用人数が２,１９４名、令和４年

度の利用人数が２,３１８名、１１４名の増で、金額にしますと２,５５０万３,１３３円の増

となっております。 

 続きまして、２点目、行財政報告書１２１ページ、生活保護申請等件数の廃止件数の内容に

ついて御説明申し上げます。 

 生活保護の廃止件数についてですが、令和４年度の廃止件数は１９件となっております。内

訳を申し上げますと、死亡が９件、転出が４件、収入増が５件、指導指示違反が１件となって

おります。死亡以外の内容も説明しますと、転出については病院への通院、便利地、親族の近

くへの引っ越し、親族の引取りなどの理由で他自治体へ転居となっております。３件はケース

移管ですので、当市では廃止ですが、転居先で生活保護は継続となっております。なお、親族

の引取りは廃止になっております。 

 収入増については、５件とも年金受給者が居宅から施設へ入所し、そのため 低生活費の基

準額が変わり、年金額が 低生活費を超えることにより廃止となりました。 

 指導指示違反については、就労がある者は収入額の申告義務があるにもかかわらず、これを

拒み続けたため、口頭指導、文書指導、その後、弁明の機会を与えましたが、全てに応じず、

廃止となったものでございます。 

 以上でございます。 

○議長（渋井由放）  大鐘学校教育課長。 

○学校教育課長（大鐘智夫）  学校教育課関係、２点ございますので、答弁をさせていただ

きます。 
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 まず、１点目、行財政報告書１３７ページです。こちらこども課の記述でありますけれども、

学校関係ですので、学校教育課から答弁をさせていただきます。 

 不登校の子供の人数ですが、令和４年度は小学生が８名、中学生が４６名、合計で５４名で

ございます。 

 続きまして、２１３ページ、スクールガードリーダーの仕事の内容についてでございますが、

学校区内のパトロール、歩行通学班への同行、登下校の見守り、下校指導、バス停での乗降時

の指導、それと通学路の危険箇所のチェックなどでございます。 

 以上です。 

○議長（渋井由放）  深澤農政課長。 

○農政課長（深澤宏志）  私のほうからは、２点御質問がございました。 

 まず、行財政報告書１６９ページ、塩那台地土地改良区及び芳賀台地土地改良区の各市町の

受益面積の御質問だと思います。お答えさせていただきます。 

 まず、塩那台地の受益面積の総数からお答えしたいと思います。塩那台地の受益面積総数

１,４９３.３ヘクタールでございます。これを２市２町で受益面積を割り振ってございます。

まず、大田原市８３.５ヘクタール、さくら市５３４.９ヘクタール、那珂川町１４９.７ヘク

タール、那須烏山市７２５.２ヘクタールでございます。 

 続きまして、芳賀台地受益面積総数２,７４８ヘクタールでございます。１市４町で構成し

てございます。各市町の受益面積。まず、益子町７１０ヘクタール、茂木町６０１ヘクタール、

市貝町９５９ヘクタール、芳賀町３２６ヘクタール、那須烏山市１５２ヘクタールでございま

す。 

 続きまして、多面的機能支払交付金の補助金の御質問でございます。この事業については、

農地の持つ多面的機能の維持ということで、農地の草刈り、泥上げ、農地の砂利敷き等の維持

管理活動と、景観形成植物の植栽であるとか、生き物調査の資源向上活動に対する補助金が交

付されるところでございます。御質問の１１３万６,９７９円については、資源向上対策の市

負担分でございます。 

 御質問にはなかったんですけど、行財政報告書１７１ページ、前のページに農地の維持活動

分４０９万９,３５０円、これも農地維持活動の市の負担金でございますので、この４００万

円と御質問の１１３万６,９７９円を合わせた合計５２３万６,３２９円が、多面的機能支払交

付金の市の負担金ということでございますので、御理解いただければと思います。 

 以上です。 

○議長（渋井由放）  星商工観光課長。 

○商工観光課長（星 貴浩）  それでは、行財政報告書１９４ページ、観光団体育成支援に
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つきましてお答えさせていただきます。 

 ２団体につきまして、補助金、交付金をお支払いさせていただいております。 

 まず、市観光協会補助金の内訳です。こちら内容としましては、観光協会職員２名分の人件

費及び事務費、事業費に充当させていただいております。１,１００万円のうち、８３％が人

件費充当となっております。目的としましては、市と観光協会で連携して円滑な観光事業の推

進、観光協会の自立的な運営を支援するためでございます。 

 続きまして、山あげ祭実行委員会交付金６００万円。これにつきましては、目的としまして

は山あげ祭の円滑な運営、観光客に対するおもてなしの充実というところでございます。その

ため、山あげ祭の開催に要する経費を交付させていただいております。主な内容としましては、

山あげ祭の運営費、ＰＲ推進費に充当させていただいております。運営費の中身としましては、

警備委託、仮設トイレ、照明機器のレンタル代、ＰＲ推進費としましてはチラシですとかポス

ターの作成、ライブ動画の配信及びサイトの運営に支出しているものでございます。 

 以上です。 

○議長（渋井由放）  佐藤都市建設課長。 

○都市建設課長（佐藤光明）  堀江議員から御質問をいただきました３点につきまして、お

答えをいたします。 

 まず、行財政報告書２０３ページの道路保全事業の①建設事業費委託のトンネル照明設計業

務委託に関連しまして、三箇・小白井トンネルの工事の完成見込みについてでございます。 

 こちらにつきましては、今月９月に開催されます請負業者の選考委員会におきまして御提案

をいたしまして、御審議をいただいた後、入札・契約・工事着手となってまいります。工事の

完成時期につきまして、令和６年３月を見込んでおります。現在、トンネル内が暗過ぎて危な

いという声は何件かいただいております。試験的に全点灯して好評をいただいた時期もあるん

ですが、電気代の高騰等、申し訳ございません、ただいま通常の照明でやっておりますので暗

いと思いますが、交通安全に注意をいただき通行いただきたいと思っております。 

 次に、２０４ページの橋りょう等維持管理事業、③工事費の１番、橋梁補修工事、三箇・小

白井線青雲橋（その１）の補修工事の内容でございます。 

 まず、支承ということで、橋脚と呼ばれるコンクリートでできた柱と橋桁本体の間に本体を

支える、支承と呼ばれておりますが、そちらのまずは交換を実施します。それから、伸縮装置

と呼ばれます、橋が気温の変化等で若干伸び縮みをしますので、そちらの交換も実施します。

それから現在、青雲橋両側に防護柵がついていると思いますが、こちらが高さが低いものです

から、これを歩行者等の通行も考慮して、安全性を高めるため継ぎ足しを行い、高さを基準に

合わせます。それから 終的には、表面の舗装工事を実施するものでございます。 
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 あと、経費につきましては、河川の中の水の切り回しとか仮設工事も含まれておりますので、

相当の事業費ということでございます。 

 ３点目、都市計画審議会、こちらにつきましては令和４年度は開催をしておりません。現在、

都市計画の見直し等をやっておりまして、こちらの素案ができましたらば開催をするというこ

とで、令和４年度につきましては開催をしておりませんということです。よろしくお願いしま

す。 

○議長（渋井由放）  黒尾生涯学習課長。 

○生涯学習課長（黒尾明美）  行財政報告書の２３９ページ、文化財の指定状況、天然記念

物の内容についてということでお答えしたいと思います。 

 こちらについては那須烏山市の文化財保護条例に基づきまして指定されているもので、天然

記念物については樹木等で太さや樹齢、特異性などを考慮して、市の文化財保護審議委員会で

審議して、指定しているものです。内容は主なものを挙げまして、全件の説明は省略させてい

ただきますが、南那須地区ですと志鳥の傘藤と、烏山地区になりますと太平寺のカヤ等、そう

いった樹木の指定になっております。 

 以上です。 

○議長（渋井由放）  ４番堀江清一議員。 

○４番（堀江清一）  一通り説明を受けまして、ほぼほぼ了解をしましたが、何点か再質問

をしたいと思います。 

 障害者自立支援の中で自立訓練等とか生活訓練等、ゼロというのが何件かあったと思います

が、これ、そういう方がいなかったのか、どういう理由なのかというところをまず聞きたいと

思います。 

 それと多面的機能交付金、これ１,０００万円と思いましたが、１１３万円だったですね。

これ非常に有効な交付金なんですが、利用状況が非常に少ない。前にも話ししたんですが、芳

賀町はほぼ１００％で、町の負担が１億円を超えているわけです。それを比較すると、那須烏

山市の農地を守るためにもう少しＰＲ、広報活動をされたらよろしいのではないかと思われま

す。 

 それと三箇トンネルの照明なんですが、全灯試験をやって電気料金が高くなったと言われた

と思うんですが、例えばですけど、今現在は日中でも五、六灯ぐらいしかついてないですね。

小白井トンネルのほうでは、追突事故の死亡事故が過去に起きているわけです。危ない目に何

度も遭ったという声を自分は聞いておりますので、全灯試験で電気料金がかかるということで

あれば、事前にタイマーをつけて、夜は全部消してもいい。日中は間引いて、全部つけなくて

もつけられるような改造、電気料金がかかる分でひょっとしたら可能ではないかと思われるこ
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とがありますから、努力していただければと思います。 

 あと、 後に都市計画審議会、これは一度も行われていなかったということなんですが、ほ

かの委員会とか、そういった類いも開かれてないようなことが結構ありますので、その辺も形

ばっかりの委員会だったり、審議会だったりするのであれば必要ないと思いますから、そうい

うものを精査して直せばいいんじゃないかと、私はそう思っております。必要であれば、きち

っとした会議、委員会等を開催するべきだと思っておりますので、その辺をよろしくお願いし

たいと思います。 

 以上です。 

○議長（渋井由放）  岡健康福祉課長。 

○健康福祉課長（岡 誠）  では、私のほうから、障害者自立支援の訓練給付等がゼロだっ

た方についての答弁を申し上げます。 

 この訓練給付はあくまでも本人希望により給付していますので、本人の希望がなかったとい

うことで御理解いただければと思います。 

○議長（渋井由放）  深澤農政課長。 

○農政課長（深澤宏志）  御質問の多面的機能支払交付金のＰＲでございます。 

 御質問のとおり、芳賀町につきましては町全体を保全会として網をかけてございます。その

中で、農道の維持管理、農地の草刈り等については、市の負担１億円を投じて、全体として町

ぐるみで取り組んでいる。那須烏山市については各自治会単位で取り組んでおりますので、ど

うしても規模が小さくなってしまうところでございますけども、行政区長会議等で多面的機能

支払交付金に取り組んでみませんかというチラシもお配りしてございます。各会議等でも多面

的機能支払交付金の推進を図っておりますので、今後もそういうＰＲ活動を通しまして、一つ

でも多くの保全会を育成したいと考えてございます。御理解いただければと思います。 

○議長（渋井由放）  佐藤都市建設課長。 

○都市建設課長（佐藤光明）  トンネル照明に関しまして、私どももタイマー等の設定でで

きないかというところもトライはしているところでございます。 

 あと、ついてないのは球が切れている状況もありますので、対応とすると全部つけるのがよ

ろしいのかなと思いますので、その辺につきまして、再度メーカーとも調整をしまして取り組

んでまいりたいと思っております。 

 続きまして、都市計画審議会、こちらにつきましては市の都市計画につきまして審議をいた

だく会でございますので、大変重要なものでございます。昨年度は開催をしておりませんが、

今後、都市公園化の動き等もございます。その際には、その案件について審議をいただくとい

うものでございますので、なくすというのは考えておりませんので、よろしくお願いします。 
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○議長（渋井由放）  ４番堀江清一議員。 

○４番（堀江清一）  後に１つだけですけども、これは要望にしたいと思いますが、三箇

トンネルの全灯試験をして、ライトがつくのにつけてない、電気料金が高いからつけられませ

ん。そこでもし危険な事故があったということになれば、これは説明つきませんから、市民に

対してどのように説明するかということになってしまいますので、極力明るくなるようなこと

をできれば考えていただきたいと思います。これは市民の安全安心のためにもぜひ、また市に

ほかから来られる方、通過する方にとっても物すごく印象悪いです。これは非常に問題ですか

ら、何とかして対応をしていただきたいと思います。 

 来年の３月までには完成すると言いますが、その間にもし何かあったらば、これはどういう

ふうな責任を取ってくれるんだって、絶対そういう声が上がりますから、対応をきちっとして

いただければと。ぜひよろしくお願いをしたいと思います。 

 以上です。 

○議長（渋井由放）  ここで暫時休憩いたします。再開を１３時００分といたします。 

休憩 午前１１時５４分 

 

再開 午後 １時００分 

○議長（渋井由放）  休憩前に引き続き、再開いたします。 

 どなたかいらっしゃいますか。 

 ５番興野一美議員。 

○５番（興野一美）  それでは、通告に従って質問いたします。 

 まず、決算書１１９ページ。コロナウイルス感染症に係る集団接種協力交付金と個別接種協

力交付金、３００万円と１５０万円の内容を伺います。 

 次に、決算書１０９ページ。保育士派遣事業、６９５万６４４円の事業の内容を伺います。 

 決算書１９５ページ、南那須公民館、光熱水費が２３４万１,５３８円と、異常に高いと思

われますがこの内容について伺います。 

 決算書２０９ページ、学校給食食材高騰対策交付金７７３万３,０００円の算出根拠を伺い

ます。 

 後に、行財政報告書の２１２ページ、学校給食の昼休みの時間と給食の時間について、準

備と食事と後片づけも入ると思いますけれども、これの時間を伺います。 

 以上です。 

○議長（渋井由放）  岡健康福祉課長。 

○健康福祉課長（岡 誠）  ただいま御質問をいただきました決算書１１９ページ、コロナ
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ウイルス感染症に係る集団接種協力交付金、個別接種協力交付金、３００万円、１５０万円に

ついて御説明申し上げます。 

 まず、３００万円につきましては、集団接種協力交付金でございまして、保健福祉センター

で市が実施します、集団接種に医師及び看護師を派遣いただいた医療機関への協力金になって

おります。医師及び看護師を派遣いただいた９医療機関に対しまして３０万円、計２７０万円。

医師のみを派遣いただきました１医療機関に対しまして２０万円。看護師のみを派遣いただき

ました１医療機関に対しまして１０万円、計３００万円を交付しております。 

 それと別に個別接種協力交付金１５０万円でございますが、こちらは個別接種を実施してい

ただいた５医療機関に対しまして３０万円、計１５０万円を交付したものでございます。 

 ちなみに那須南病院等はこちらの個別接種のほうに含まれております。 

 以上です。 

○議長（渋井由放）  水上こども課長。 

○こども課長（水上和明）  私からは決算書１０９ページ、にこにこ保育園運営費の中の保

育士派遣業務６９５万６４４円について御説明申し上げます。 

 保育士派遣業務は、緊急的な保育士不足に対応するため、人材派遣会社に委託をしまして保

育士を雇用し、適切な施設運営を行うものでございます。令和４年度、にこにこ保育園では特

別な配慮が必要な児童の保育のために１名、産休による代替保育士として２名の合計３名を派

遣いただいたところでございます。 

 昨今の保育士不足によりまして、会計年度任用職員を募集しても、なかなか応募がない状況

でございまして、確実性の高い人材派遣を利用して対応しているところでございます。 

 以上です。 

○議長（渋井由放）  黒尾生涯学習課長。 

○生涯学習課長（黒尾明美）  決算書１９５ページ、南那須公民館光熱水費の２３４万

１,５３８円ということで高いという御質問についてお答えしたいと思います。 

 こちらにつきましては光熱水費ですので、使用状況により支出が異なることになります。令

和４年度は豚熱対応により本部が設置されました。使用期間については、７月２３日土曜日か

ら１０月５日までの７５日間ということで、こちらの使用がありました。これで電気料等を使

用しましたので、その分の負担、支出になります。 

 これに伴いまして、歳入のほうも増えております。歳入については、決算書の２７ページ、

１４款の使用料及び手数料の社会教育使用料のところの南那須公民館使用料のところに歳入と

して入っております。県のほうから負担していただいております。 

 以上になります。 
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○議長（渋井由放）  大鐘学校教育課長。 

○学校教育課長（大鐘智夫）  それでは、学校教育関係２点ございますので、お答えさせて

いただきます。 

 決算書２０９ページ、学校給食食材高騰対策交付金７７３万３,０００円の算出根拠でござ

いますが、大きく分けて２つございます。 

 まず、９月に６２１万３,０００円の補正をしております。まず、石油・資材等が急激に高

騰しましたので、これによりまして給食の食材も高騰しており、高騰分を保護者に求めるもの

ではなく、市が交付金として学校給食会に交付し物価高騰に対応するための交付金です。 

 １食当たり給食費の１０％として計算し、２学期からの１３１日分を計算根拠としておりま

す。まず、小学校ですけれども１食当たり２６０円。これの１０％掛ける１３１日。人数が

１,１２０人、合計で３８１万４,７２０円。棒読みで３,８１４,７２０となります。 

 それと、中学校ですが生徒１食当たり３００円、これの１０％、１３１日で人数が６１０人、

２３９万７,３００円です。棒読みで２,３９７,３００となります。 

 続いて１２月にも１５２万円を補正をしております。高騰が予想以上に大きく、さらに令和

５年の２月から３月が値上げラッシュのピークという報道がありましたので、児童・生徒１人

当たり１,０００円で計算させていただきまして、対象人数が１,５２０人で１,０００円掛け

る１,５２０人で１５２万円の補正をしております。９月補正と１２月補正を合わせまして

７７３万３,０００円というというふうになっております。 

 続きまして行財政報告書です。２１２ページ、学校給食で昼休みの時間と給食の時間につい

てですが、まず給食の時間についてですが、こちらは学校により異なります。小学校が４０分

のところと４５分のところがございます。それと、中学校ですが、３０分のところと３５分の

ところがございます。 

 それと昼休みの時間ですけれども、小学校が２０分のところ、２５分のところ、３０分のと

ころと３通りございます。中学校はどちらも２５分でした。 

 下校時に差はありませんが、登下校のスクールバスやＪＲ烏山線の乗車時間、朝の時間の取

り方によって差が生じております。 

 以上でございます。 

○議長（渋井由放）  ５番興野一美議員。 

○５番（興野一美）  それでは、再質問させていただきます。 

 保育士派遣事業なんですけども、人材派遣会社へ派遣を依頼したということなんですけども、

これは緊急でも派遣って応じられるんですか相手方では、それを伺います。 

 それと、学校給食の食材の高騰対策なんですけども、３２６ページに１人当たり１０％、追
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加で１,０００円というのがありましたが、要するに米とか牛乳というのはそんなに変化ない

と思うんですけども、野菜は月によってえらい上がり下がりがあると思うんです。だから、給

食費を献立によって、給食費から逆算をして追加するという感じじゃなくて、取りあえず

１０％で足らないから後で１,０００円足したということでよろしいんですか。 

 それと、給食の時間なんですけども、今インターネットのニュースでもありましたけれども、

食べるスピードって個人差によってえらい違うと思うんです。それで、なかなか食事時間、

２０分で食べられない子供もいるのではないかと、こういう時の対応というのはどのような対

応をしているのかどうか伺います。 

 以上です。 

○議長（渋井由放）  水上こども課長。 

○こども課長（水上和明）  ただいまの質問にお答えいたします。 

 まず、緊急ですぐに派遣していただけるのかというお話ですけども、例えば産休代替職員な

んかは前もってある程度期間がありまして分かっていますので、余裕を持ってお願いすること

ができます。 

 ただ、特別な配慮が必要な児童におきましては、なかなか入園するまで分からないことが多

いということで、それからの手配となります。派遣のほうは大丈夫かということなんですけど、

その派遣会社の保育士さんの登録の状況等にもよると思うんですが、今のところは派遣会社か

ら、要請に応じて派遣はしていただいている状況でございます。 

 以上です。 

○議長（渋井由放）  大鐘学校教育課長。 

○学校教育課長（大鐘智夫）  給食を食べられないときの対応という御質問ですけれども、

基本的に食べるということに関して残す、食べられないという子供はいないということで聞い

ております。好き嫌いで残す子はいますし、それと先生が食べられないから１人で残って食べ

なさいという、そういった指導もしておりませんので、時間内にきちんと食べ終わるというこ

とで指導はしております。 

 以上です。 

○５番（興野一美）  ほぼ了解しました。やっぱり給食は子供にとって楽しみだし、子供に

とっていろいろな、食べるスピードが極端に遅い子供もいると思うので、その辺はこれからも

配慮願いたいと思います。 

 以上です。 

○議長（渋井由放）  次に、誰かおりますか。 

 ６番青木敏久議員。 
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○６番（青木敏久）  議席番号６番青木敏久でございます。 

 通告に基づきまして、令和４年度の決算の質疑を行います。 

 まず行財政報告書から、事業用地情報提供制度、この事業の詳細について伺います。 

 次に中学生部活動・学習サポート事業、参加率１２.５％の多寡についての見解を伺います。 

 次に、行財政報告書から地域包括支援センター運営事業について、総合相談件数急増の理由

について伺います。 

 決算書から、障がい者福祉費、扶助費、不用額１,７００万円の詳細について伺います。 

 同じく、高齢者福祉費、扶助費、不用額１２０万円の詳細について伺います。 

 同じく母子福祉費、扶助費、不用額５４７万円の詳細について伺います。 

 同じく生活保護費、扶助費、不用額８４３万円の詳細について伺います。 

 同じく予防費、扶助費、不用額４７万円の詳細について伺います。 

 観光施設費、需用費、不用額１００万円の詳細について伺います。 

 体育施設費、需用費、不用額４８８万円の詳細について伺います。 

 学校給食費、需用費、不用額１０８万円の詳細について伺います。 

 決算審査意見書から、今後の財政状況、補助金交付規程等と補助の整合性に疑義があったケ

ースが見受けられたとの所見から、その詳細について、説明を願います。 

 同じく人材の確保、業務の効率的執行の確保の観点から、組織間の緊密な連携と必要な説明

責任について言及されていますことから、その見解についてお伺いします。 

 以上でございます。 

○議長（渋井由放）  星商工観光課長。 

○商工観光課長（星 貴浩）  それでは御質問いただきました行財政報告書１８５ページに

記載のあります事業用地情報提供制度について御紹介させていただきます。 

 こちらは工業団地等に、今空きの用地がない、本市のそういった状況に対応するためなんで

すけども、空き工場ですとか空き用地、そういったものを事業用地等としまして登録いただき

まして、その情報を公開し提供するものです。 

 事業用地等の売却ですとか、貸借を希望する所有者より、事業用地の情報を申請いただきま

して、こちらを登録させていただきます。それを物件概要としまして、市のホームページで公

開させていただいております。 

 その利用を検討される希望の事業者ですとか、企業でこちらに進出してきたいですとか、事

業を市内の企業でも拡大したい、そういった方がいらっしゃいましたら、登録された詳細情報

につきましては、そちらについて個別に紹介させていただいております。 

 それと、決算書１４３ページ、観光施設費につきまして御質問いただいておりますので、そ
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ちらも回答させていただきます。 

 需用費、不用額１００万円の詳細でございますけれども、こちらにつきましては主な不用額

が修繕料になります。特に主要観光施設、山あげ会館、龍門ふるさと民芸館、大金駅前観光交

流施設、これらは市の管理しているというか市の所管する施設でございますけれども、そちら

の緊急時の修繕料としまして予算を持っておりますが、そういった修繕をする必要がなかった

ということで、執行がゼロでございます。１００万円のうち６５万円が執行残になってござい

ます。 

 そのほかにつきましては、公園等管理施設運営費、こちらで光熱水費、修繕料、その辺が多

いんですけれども、そういったところで１２万３,０００円ほどの執行残。山あげ烏章館運営

費、こちらにつきましても修繕料等を結局使わなくて済んだということでありますので、執行

残として残っております。そちらが２３万２,０００円弱となっております。 

 以上でございます。 

○議長（渋井由放）  大鐘学校教育課長。 

○学校教育課長（大鐘智夫）  学校教育関係で２点御質問いただきましたので、お答えいた

します。 

 まず、行財政報告書２１６ページ、中学生部活動・学習サポート事業の参加率１２.５％の

多寡についてでございます。 

 この事業の参加率は、対象学年全体に対する参加人数から割り出した数字でございます。報

告書には記載をしておりませんが、会場や講師の人数の関係から各学校の募集定員を３０名と

しております。定員３０名に対する参加者の割合ですが、南那須中学校が６６％、烏山中学校

が８３％となり、決して参加率は少なくないと考えております。 

 参加した生徒の満足度ですが、こちらは肯定的な回答が９割となっておりまして、生徒たち

にとっては有意義な事業だと考えております。 

 続きまして、決算書２０７ページ、学校給食費の需用費、不用額１０８万円の詳細について

でございます。こちらは項目が４つございます。 

 まず、消耗品費ですが６,１９２円です。給食センター施設や事務室の消耗品、食器の購入、

厨房施設の消耗品などの不用額です。 

 続いて燃料費が２３万４,９７０円の残です。ＬＰガスやボイラー用の重油の不用額でござ

います。重油の価格の変動によりまして、不足が多めに出ております。 

 続いて光熱費８３万５,０６２円です。こちらは、補正時に国からの燃料費調整額の値引き

を電気料に見込んでおりませんでした。その際にはまだ国の発表がございませんでしたので、

国の調整額がスタートした、今年の２月から７円の値下げが実施されておりますので、補正予



令和５年第４回９月定例会 第４日 

－236－ 

算との絡みで残が残っております。 

 後に修繕費１万２,４７４円です。こちらは冷凍庫、洗浄機、オイルタンク、浄化槽など

の修繕費用の残になります。 

 以上でございます。 

○議長（渋井由放）  岡健康福祉課長。 

○健康福祉課長（岡 誠）  では、私のほうより健康福祉課に係るもの５点についてお答え

申し上げます。 

 まず、行財政報告書２８５ページ、地域包括支援センター運営事業、総合相談件数急増の理

由についてでございます。令和３年度までは、総合的課題、例えば１つの相談で、医療・居宅

サービス・ケアマネ相談として、３つの案件を複合的に受けた場合、同一の方から一連の相談

ですと、相談件数は１件とカウントしたところですが、おのおのの実態・課題を把握するため、

令和４年度からはそれを３件とカウントしたことにより、大幅に増加したことになります。 

 なお、その下の段、地域包括支援センターからすやまの総合相談件数におきましては同じく

カウントしたものの、それぞれの指示の受け方が違ったことにより少なめのカウントとなって

しまっております。そのため、令和５年度には平準化を図るべく、具体的にカウントの手法を

指導しております。 

 続きまして、決算書９３ページ、障がい者福祉費、扶助費、不用額１,７００万円の詳細に

ついて申し上げます。こちらは項目が９つございます。 

 まず、障害福祉サービス費。こちらは介護給付と訓練等給付等がございまして、予算額５億

７,５６９万２,０００円に対しまして、支出額が５億６,８４９万４１１円、不用額が

７２０万１,５８９円になっております。 

 続きまして、療養介護医療費、こちらは予算額８６４万円に対しまして支出額が６６８万

７,５４９円、不用額１９５万２,４５１円となっております。 

 障害者補装具費、予算額が４８１万９,０００円に対しまして支出額が４１２万９,３４７円、

不用額が６８万９,６５３円となっております。 

 障害者自立支援医療費、予算額が１,５９７万円に対しまして支出額１,３７９万

７,７６４円、不用額２１７万２,２３６円になっております。 

 日常生活用具給付事業、予算額８３５万９,０００円に対しまして、７３６万９,６８３円の

支出でありまして、不用額が９８万９,３１７円になっております。 

 障害者給付費、予算額が８,５７５万３,０００円に対しまして、支出額が８,３６１万

９,１４０円、不用額が２１３万３,８６０円になっております。 

 重度心身障害者医療費、予算額が３,８２０万円２,０００円に対しまして、支出額が
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３,６４６万４,２３１円、不用額が１７３万７,７６９円になっております。 

 在宅障害者紙おむつ給付費、予算額６６万円に対しまして、支出額が５３万３,９４７円、

不用額が１２万６,０５３円になっております。 

 障害者福祉タクシー助成事業、予算額が２０６万４,０００円に対しまして、支出額が

１９７万５,２６０円、不用額が８万８,７４０円になります。 

 合わせますと予算額が７億４,０１５万９,０００円に対しまして、支出額が７億

２,３０６万７,３３２円、不用額が１,７０９万１,６６８円となりました。 

 続きまして決算書９７ページ、高齢者福祉費、扶助費、不用額１２０万円の詳細について申

し上げます。こちらは高齢者の福祉タクシー、通院支援サービスがまずございまして、予算額

が６２２万５,０００円に対しまして決算額が５４３万３,５００円。不用額が７９万

１,５００円となっております。 

 家族介護手当は予算額が１７７万６,０００円に対しまして、決算額が１３４万４,０００円、

不用額４３万２,０００円となりまして、合わせまして予算額８００万１,０００円に対しまし

て、決算が６７７万７,５００円、不用額１２２万３,５００円となったところでございます。 

 続きまして決算書１１３ページ、生活保護費、扶助費、不用額８４３万円の詳細について御

説明申し上げます。 

 生活保護は全部で４つございまして、まず生活扶助、予算額が９,７１５万６,０００円に対

しまして、支出額が９,５２１万１,８９８円。不用額が１９４万４,１０２円となっておりま

す。 

 次に、医療扶助が１億１,３２４万５,０００円の予算に対しまして、支出額１億

１,０２１万１,７９４円、不用額が３０３万３,２０６円になっております。 

 次に、介護扶助でございますが、予算額９６０万円に対しまして支出額９２４万

１,４８４円。不用額が３５万８,５１６円になっております。 

 施設事務費が、予算額１,１５１万６,０００円に対しまして、支出額が８４１万

８,２７０円、不用額が３０９万７,７３０円。 

 合わせますと予算額が２億３,１５１万７,０００円に対しまして、支出額が２億

２,３０８万３,４４６円、不用額が８４３万３,５５４円となったところでございます。 

 続きまして決算書１１７ページ、予防費の不用額４７万円でございますが、こちらに関しま

してはコロナワクチン予防接種の時のタクシー代の助成になっております。福祉タクシー及び

通院支援サービスの利用者に対しまして、集団接種会場までタクシー券を交付する事業となっ

ております。予算額が６０万円に対しまして、執行済額が１２万４,８６０円、不用額４７万

５,１４０円となったところでございます。 
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 健康福祉課に係ります不用額の発生の原因でございますが、あくまでも扶助費でございます

ので、予算がないからサービスは使えませんとは言えませんので、少々多めに予算のほうを計

上したところでございます。 

 以上です。 

○議長（渋井由放）  水上こども課長。 

○こども課長（水上和明）  それでは、私からは決算書１０７ページ、母子福祉費の中の扶

助費、不用額５４７万円の詳細について御説明申し上げます。 

 不用額の内訳を申し上げますと、全部で８項目となりますが、母子福祉事業費が２０万円。 

 こども医療助成費が２１８万８,８０６円。 

 ひとり親家庭医療助成費が６万３,８２１円。 

 妊産婦医療助成費が７万５,９２１円。 

 児童扶養手当給付費が７３万５,７４０円。 

 不妊治療助成費が１３７万６,３００円。 

 身体障害児等対策事業費が２４万７,０７８円。 

 母子保健対策事業費が５８万７,６９５円となります。 

 扶助費に関しましては、健康福祉課長が申し上げましたとおり昨年度の実績などを勘案して

算出しておりますが、足りなくなることがないように少し余裕を持って予算計上をしていると

ころでございます。 

 なお、各助成費の執行率は９６％から９９％となってございます。 

 以上です。 

○議長（渋井由放）  黒尾生涯学習課長。 

○生涯学習課長（黒尾明美）  私のほうからは決算書２０１ページ、体育施設費の需用費の

不用額について御説明します。 

 決算書は体育施設のほう、２０１ページから続いて２０７ページの上段までの間、各屋内・

屋外の体育施設全ての総額の需用費の不用額になっておりますので、需用費につきましては主

に光熱水費、それと消耗品等の支出になりますので、利用状況によりかなり差が、影響が大き

くなります。 

 残額が残った主な要因としては、国体開催で緑地運動公園の一般利用を休止した期間がござ

いました。それと、烏山体育館につきましては、休止に向けた利用者調整が入りました。それ

と、新型コロナウイルス感染症感染拡大の影響で、全施設ともに利用者のほうが減ったという

ところが主な要因になっております。 

 以上です。 
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○議長（渋井由放）  瀧田晴夫代表監査委員。 

○代表監査委員（瀧田晴夫）  今後の財政状況についてなんですが、決算時に提出された補

助金等調査表と予算書の補助金負担金等一覧表というのがあると思うんですが、これと、あと

は那須烏山市補助金等交付規則の規定による補助金等の名称を定める規定、それで補助金の名

称が相違していたと、それとともに補助金額の相違があったということです。 

 ささいなケアレスミスで取り上げるに値しないとの見解もあるかもしれませんが、法令遵守

は 低限の義務で、まして所管の補助金等の内容等の確認は容易であるというふうに考えます。

これを怠ったということになると、いわゆる、免責条例の対象外となる重過失に該当すること

も可能性としてはあるのかなということで考えました。 

 国庫補助金については補助金等に係る予算の適正化に関する法律というのがあって、そこで

ちゃんと補助金の不正な使用の防止ということをされています。地方公共団体については、こ

れの適用はございませんが、任意で同様の趣旨の条例規則等を制定し、補助金の不正な使用の

防止等がなされているかと思います。 

 ちなみに本市においても、那須烏山市補助金等交付規則、那須烏山市補助金等交付規則の規

定による補助金等の名称を定める規定というのは制定されております。 

 ちなみに、令和３年度から予算書の説明欄の記述が体育協会等活動助成金からスポーツ協会

等活動助成金に、決算書も市体育協会から市スポーツ協会に今は変更されたところなんで、こ

の時に直すべきだったのではないかというふうに考えております。 

 続きまして、人材の育成確保についてでございますが、これは組織間の緊密な連携と必要な

説明責任ということは、いわゆる一般論でございます。昨年お尋ねの際にお答えしたかと思い

ますが、本市においては予算規則、契約規則、会計規則、事務決裁規程などが制定されており、

内部統制というのは存在し規定に基づいて事務は執行されていると思います。 

 しかしながら、先ほど説明しました補助金等の名称の不一致とか、決算審査時に提出された

収入未済額調書において、当然、歳入科目、款項目が記載されるところ、歳出の款項目が記載

されていたことや、歳出の説明書において予算額を上回る決算額の記載があったということで

す。ごく一部ではあるものの信じ難いミスだと、これについてはグループ内とか、課内のチェ

ック体制が機能していれば防げたのではないかというふうに考えます。 

 一般的に歳入予算については、当然、予算現額を上回る収入というのはあるとは思いますが、

歳出予算については、予算額を上回る支出というのは考えられないと。ただ、特別会計とか企

業会計なんかだと、いわゆる弾力条項というのがありまして、歳入が多くなって支出ができな

い場合、その額の範囲で支出することができるというような規定がございます。具体的に言え

ば熊田診療所・七合診療所と、上下水道事業が対象になるかと思います。こういうことでござ
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います。 

 実際はどうしても、私なんかもパソコンを打ったときに、ブラインドタッチができないんで、

ついつい打ち間違いというのはあると思うんです。実際に数字なんかの打ち間違いをした場合、

本人が見つけるというのは非常に難しいと思います。それを第三者がぱっと見れば、これだっ

てすぐ分かると思うんです。ですから、そういう実際の規定があっても、ちゃんとやっていた

だきたいということで記載したわけでございます。 

 以上でございます。 

○議長（渋井由放）  ６番青木敏久議員。 

○６番（青木敏久）  では、また、お伺いいたしたいと思います。 

 まず、事業用地情報提供制度についてでございますが、行財政報告書の中に、精査をした上

で４件を取消し、新規に１件の登録を行いましたとこういう記載がございます。この詳細につ

いて、お伺いいたします。 

 また、観光施設について、修繕における緊急時とはどういうものか、この２点についてお伺

いいたします。 

○議長（渋井由放）  星商工観光課長。 

○商工観光課長（星 貴浩）  それでは、まず事業用地の件についてお答えさせていただき

ます。 

 ４件取消させていただきましたが、１つは申請の取消しがあったもの。また、実際に登録は

あったけれども、なかなか次につながることが見込めないものがあったということで取消しを

させていただいたところでございます。 

 あとは、登録してあったもののうち１つの契約が整ったということで、登録してあるのを取

消したところでございます。 

 それと、観光施設の修繕料で緊急はどういったものかということだと思うんですけども、や

はり修繕料につきましては突然何かが壊れるということは考えられます。その時に、全然予算

を持っていないと対応ができませんので、当初予算である程度予算を持たせていただいており

ます。そういった、全く通常の営業ですとか、通常の施設管理ができている状態であれば後か

ら予算をつけても問題ないと思うんですが、すぐに対応しなくちゃならない案件が出てくると

思いますので、そちらに対する予算として持っていたというところでございます。 

 以上です。 

○議長（渋井由放）  ６番青木敏久議員。 

 よろしいですか。 

○６番（青木敏久）  ありがとうございました。以上で終わりにします。 
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○議長（渋井由放）  次にございますか。 

 ７番矢板清枝議員。 

○７番（矢板清枝）  それでは、令和４年度決算総括質疑を通告に基づいて質問させていた

だきます。 

 決算書７７ページ、定住促進対策費、定住促進住まいづくり事業費、移住促進住宅取得奨励

金１,４３０万円の事業の詳細についてお伺いいたします。 

 決算書９３ページ、電力・ガス・食料品等価格高騰緊急支援給付金事業費、物価高騰による

国からの給付金であるが、どのように配分されたのかをお伺いいたします。 

 決算書１０３ページ、ようこそ！なすから赤ちゃん応援事業１,３７３万４,１１２円の事業

の詳細についてお伺いいたします。 

 行財政報告書８７ページ、防災対策の取組について。土砂災害・全国統一防災訓練を令和

４年６月６日に荒川小学校にて開催された詳細についてお伺いいたします。 

 行財政報告書の１４０ページ、出産・子育て応援給付金事業の詳細と実績についてお伺いい

たします。 

 行財政報告書２１９ページ、すこやか推進室、特別支援教育推進事業実施状況、事業詳細に

ついてお伺いいたします。 

 行財政報告書１１８ページ、補装具費及び日常生活用具等の状況、令和３年度・４年度の実

績の詳細について、お伺いいたします。 

○議長（渋井由放）  小原沢まちづくり課長。 

○まちづくり課長（小原沢一幸）  決算書７７ページ、定住促進対策費、移住促進住宅奨励

金についてお答えいたします。 

 令和３年４月１日以降に住宅を取得した４９歳以下の方で、対象住宅に住民登録をした方に、

基本額としまして１０万円。他市区町村から市に転入し、かつ転入日前の１年間、他市区町村

に住所があった方で、転入日から２年以内に住宅を取得した場合、移住加算金として２５万円。

申請日において同居する１８歳以下の子を扶養している場合、子育て加算として１５万円を交

付しております。 

 基本額・移住者加算・子育て加算の合計額で 大５０万円を交付することができます。詳細

についてですが、転入者の新築物件取得につきましては１２件で５１０万円。中古物件取得に

関しましては５件で２０５万円。転入者に対する合計は１７件で７１５万円を支給しておりま

す。 

 次に、在住者についてですが、新築物件取得に関しましては２８件で、６５５万円。中古物

件取得に関しましては、３件で６０万円。在住者合計３１件で７１５万円を支給しております。 
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 転入者・在住者合計で、４８件、総額１,４３０万円になります。 

 以上です。 

○議長（渋井由放）  岡健康福祉課長。 

○健康福祉課長（岡 誠）  では私より健康福祉課に係るもの２つについて答弁させていた

だきます。 

 まず、決算書９３ページ。電力・ガス・食料品等価格高騰緊急支援給付金事業費の配分につ

いてでございます。電力・ガス・食料品等価格高騰緊急支援給付金につきましては、令和４年

９月１日を基準日としました住民税非課税世帯に対し、１世帯当たり５万円の給付を行いまし

た。対象は２,６１４世帯で、合計１億３,０７０万円の給付となりました。 

 支援給付金以外の２９６万８５１円につきましては、給付に係ります人件費・消耗品等とな

っております。 

 続きまして、行財政報告書１１８ページ、補装具費及び日常生活用具等の状況、令和３年

度・４年度の実績の詳細について御説明申し上げます。 

 まず令和３年度でございますが、補装具につきましては２９件、４２７万８,４４１円の実

績がございまして、額の大きいもののみ御報告申し上げますと、まず、新規購入で１４件で

３５７万４,３１７円。 

 内容としましては、義足が２件、１４４万５,０５４円。座位保持装置としまして車椅子が

１件４０万２,７７５円。同じく座位保持装置の電動車椅子、こちらが１件で同じく４０万

２,７７５円。補聴器、重度難聴用が４件で３８万円２３７円。電動車椅子簡易型が１件

５２万６,４４９円。 

 次、修繕としまして１５件ございまして、７０万円４,１２４円ございまして、義足が１件

３２万５,８４１円。車椅子普通型が５件で２４万２,７２４円になっております。 

 日常生活用具としまして８０３件ございまして、７９５万１,１８８円、内容としましては

ストーマ装具が７４０件で６５７万８,７９８円。紙おむつ等が５２件で６２万４,０００円、

住宅改修費が１件２７万円となっております。 

 続きまして障害者紙おむつ給付につきましては、１１３件で５６万３,５５３円となってお

ります。 

 令和４年度につきましては、補装具が３６件で４１２万９,３４７円。新規購入が２２件

３４８万８,８６９円。義足が１件で３９万７,３４７円。 

 装具の下肢が５件、４２万５,３９６円。装具の靴型が１件２１万２,８５３円、座位保持装

置の車椅子が１件で４８万８,４３８円。補聴器が高度難聴用が８件で４７万３,７８２円。車

椅子の普通型が３件で６５万円６４８円、車椅子のリクライニング式が１件で３１万
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８,７８４円。 

 修理のほうが１４件ございまして、６４万４７８円、義足が１件で１０万円８,２７９円、

車椅子普通型が５件で３５万５,７３２円となっております。 

 日常生活用具につきましては、８０７件で７３６万９,６８３円。内容としましては、スト

ーマ装具が７５６件、６６５万５２３円。紙おむつ等が４８件で５７万６,０００円となって

おります。 

 障害者紙おむつ給付につきましては、１０８件で５３万３,９４７円となっております。 

 車椅子につきましてはいろいろあったところなんですが、利用する方によって御自分のお好

みのタイプがあるもんですから、いろんなパターンがございます。御理解ください。 

○議長（渋井由放）  水上こども課長。 

○こども課長（水上和明）  それでは、私からは決算書１０３ページ、ようこそ！なすから

赤ちゃん応援事業費１,３７３万４,１１２円の事業の詳細、また、行財政報告書１４０ページ、

出産・子育て応援給付金の事業の詳細と実績について御説明申し上げます。 

 まず、ようこそ！なすから赤ちゃん応援事業費でございますが、主なものは、なすから赤ち

ゃん応援券利用料３５８万４,０００円。出産応援給付金費６１０万円。子育て応援給付金費

３９０万円になります。 

 なお、なすから赤ちゃん応援券でございますが、令和４年度は９７人に対して、

３,４２０枚を交付したところでございます。 

 次に、出産・子育て応援給付金についてでございますが、全ての妊婦・子育て世帯が安心し

て出産及び子育てができるよう経済的負担軽減を図るため給付金を支給するものです。出産応

援給付金は妊娠届出時に面談を経た妊婦に対して５万円を給付するもので、１２２件、

６１０万円を交付いたしました。 

 子育て応援給付金は出生後、赤ちゃん訪問時の面談を経た養育者に対して、児童１人当たり

５万円を交付するもので、７８件３９０万円を交付いたしました。 

 なお、出産応援給付金、また、子育て応援給付金事業でございますが、これは令和４年度に

急遽実施が決まりました国の事業でございまして、出産応援給付金につきましては令和４年度

以降に生まれた子供であれば、令和３年度のうちに既に妊娠していれば遡りで５万円を給付す

るというルールとなっておりますので、給付者が１２２件となっているところでございます。 

 以上です。 

○議長（渋井由放）  大鐘学校教育課長。 

○学校教育課長（大鐘智夫）  学校教育課から２点お答えさせていただきます。 

 まず行財政報告書８７ページ、防災対策の取組ということでございますが、こちらは総務課
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の記述でありますけれども学校関係の情報になりますので答弁させていただきます。 

 こちら、荒川小学校の敷地ですが土砂災害警戒区域に指定されております。ですので、荒川

小学校では、土砂災害に対する避難訓練を毎年実施しております。昨年の実施内容ですけれど

も、学校敷地内の南西部の斜面から土砂が流入したと想定して実施いたしております。 

 タイムスケジュールですが、午前１０時１５分土砂の流入を学校内に緊急放送。２０分に、

流入場所から距離のある２階に児童が避難完了。２５分に危機が去った後の学校内放送。

３０分の頃から各教室でオンラインによる校長講話と講師による防災講話、始まりから終わり

まで４５分のタイムスケジュールで実施しております。 

 続きまして、行財政報告書２１９ページ、特別支援教育推進事業実施状況でございます。 

 今、現在支援が必要な児童・生徒というのが増えてきております。そういったところに対応

するためには、やはり関係機関との連携とか、専門的知識の学び、そういったものが必要にな

ってきております。それと現場でどういった指導をしているのかということを、いろいろな目

で、みんなの目で見て、その情報を共有し合って今後にどうつなげていくかということをして

おります。そちらへ記載されております４つの事業区分につきましては、対象者がそれぞれ異

なっております。それぞれ関係している方々により、専門分野ですので、学びの機会を得てい

ただくというのと、情報共有の機会というのを得るような事業として実施しております。 

 以上でございます。 

○議長（渋井由放）  ７番矢板清枝議員。 

○７番（矢板清枝）  詳細な答弁をいただきました。 

 定住促進対策事業につきましては、転入者に対して、また定住されている方が新築していく

新築費も行財政報告書には載っていたかなと思うんですけれども、これに関してはやはり必要

な、 大限メリットがあって、積み重なっていくと５０万円まで支給されるという大きな事業

かなと思いますので、また若者向けにしっかりこれからも取り組んでいただいて、定住に向け

てさらなる効果が期待できる部分をＰＲしていただいて、もっと使っていただけるように取り

組んでいただけたらなと思います。 

 それから、電力・ガス、食料品等価格高騰緊急支援給付金事業費なんですけれども、これは

国の事業なので、また、国の高騰分を、今年に入り考えているようなことが、打出しがあると

思うんですけれども、また、打ち出しがあった際には速やかに支給していただけるように、市

のほうでもしっかり手順を踏んでいただいてやっていただければなと思いますので、よろしく

お願いしたいと思います。 

 それから、ようこそ！なすから赤ちゃん応援事業と出産・子育て応援給付金事業に関しまし

ては、やはりコロナ禍におきまして出産率が、出産控えみたいなのもありましてかなり減って
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しまったところではあったんですけれども、ようこそ！なすから赤ちゃん事業をやったことに

対して、出産の人数が微量１人プラスになったりというような状況が見られて、行財政報告書

にもあったんですけれども、そのような状況がありました。 

 そして、国のほうで出産子育て応援給付金というのを妊娠が分かった時点で５万円、出産し

た後に５万円という、その費用を親御さん、出産された方に給付するという事業は、丸々うち

の市にとっては本当にありがたいことだと思うんです。今後国のほうでしっかり続けていく事

業でございますので、漏れのないように、皆さんにしっかりとこのような事業があるよという

ことはプラスでやっていただければなと思います。 

 それから、防災対策の取組についてはよく分かりました。荒川小学校におきましては、崖と

いうか大変なところなので、雨が降った段階で上から流れてくるということも聞いております

ので、今後また、毎年実施されているということですので、手順を確認しながら、子供たちが、

毎年新入生も入ってきますので、しっかりと手順をよく分かるように指導しながら、逃げ遅れ

のないようにしていただければなと思います。 

 それから、補装具のことについてはよく分かりました。市内でも、かなりいろんな分野で補

装具が必要であるということ、そして高額なものもあるということですので、生活をする方に

寄り添った対応を今後もしていただければと思います。 

 これに関しては皆、要望なので答弁は大丈夫です。 

 以上です。 

○議長（渋井由放）  ここで暫時休憩をいたします。 

 再開を１４時１０分といたします。 

休憩 午後 １時５９分 

 

再開 午後 ２時１０分 

○議長（渋井由放）  休憩前に引き続き再開いたします。 

 ８番滝口貴史議員。 

○８番（滝口貴史）  それでは、令和４年度の決算総括費質疑通告書に基づいて行います。

よろしくお願いいたします。 

 初めに行財政報告書１５７ページ。子育てのための施設等利用給付金。市外の保育施設への

給付金についてお伺いいたします。 

 ２１６ページ、学校教育課、指導支援、①中学生部活動活動・学習サポート活動、具体的に

どのような活動で効果のほどをお聞きします。 

 同じく②スーパーティーチャー育成事業、長年やっている事業かと思いますが、福井県に行
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ってきて勉強してきたと思いますが、その状況をお願いいたします。 

 ３２１ページ、トラック運送事業者支援金、どのような事業で効果のほどをお伺いをいたし

ます。 

 戻りまして、１８５ページ、チャレンジショップについて。令和４年度中にチャレンジショ

ップを整備したとのことだが、これに関する費用が決算上見えてきません。商工会に対する創

業者支援事業費補助金の中で措置されているということでよろしいのでしょうか、確認いたし

ます。 

 決算書１４７ページ、ふれあいの道づくり事業費１,３９９万８,７１０円、何路線、現状を

お聞かせください。 

 １９１ページ、文化財案内看板設置業務について。看板の更新だが、市内の文化財の看板を

順に更新を行っていく予定だと思うんですが事業を教えてください。 

 ４０３ページ、水道事業会計決算書、企業債明細書の未償還残高が１５億４,０７４万

８,０９３円とあります。損益決算書を見ると純利益が１億円程度の事業だが、返済は順調に

進んでいるのかお伺いいたします。 

 戻りまして１２９ページ、那須烏山市農業者原油価格・物価高騰対策、那須烏山市農業者支

援対策、那須烏山市農業者経営継続支援、３点についてお伺いをいたします。 

 以上でございます。 

○議長（渋井由放）  水上こども課長。 

○こども課長（水上和明）  それでは、私からは行財政報告書１５７ページ、子育てのため

の施設等利用給付費の中で市外保育施設への給付費について御説明いたします。 

 施設等利用給付費は、市外にお勤めの方などが市外の幼稚園に子供を預けた場合の幼稚園利

用料や預かり保育料を給付しているものでございます。 

 市外保育施設の給付費の状況でございますが、令和４年度には海星学園マリア幼稚園、陽だ

まり保育園、ヒノオカプレスクールに１名ずつの計３名に合計４２万３,８５０円を給付して

おります。 

 以上です。 

○議長（渋井由放）  大鐘学校教育課長。 

○学校教育課長（大鐘智夫）  学校教育課関連で２つ質問をいただきましたので、お答えい

たします。 

 まず、行財政報告書２１６ページ、中学生部活動・学習サポート事業で具体的にどのような

事業で効果はということですが、事業内容は部活動と学習サポートの２つに分かれます。どち

らも宇都宮大学の学生を講師に招いて、土曜日や夏休みの期間中に中学生の指導に当たるもの
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です。 

 学習サポートは英語を中心とした学習支援です。英検３級の合格を目標にテスト問題やスピ

ーキングの練習を行っております。 

 部活動サポートは、各学校から要望のあった部活動に合わせて大学生を募集し、部活動の顧

問とともに生徒の指導に当たるものです。中でも、パートごとに分かれて練習する吹奏楽部は、

顧問の先生１人ではなかなか対応ができないため、大学生による細かな指導が受けられ、生徒

たちに大変好評です。 

 また、運動部の剣道においても、経験値や技術の高い大学生から指導を受け技術の向上が見

られ、こちらも生徒たちに好評でした。 

 続きまして、同じく、スーパーティーチャー育成事業、こちらは福井県に行って講習を受け

たが育成状況はということですが、昨年度は校長２名を含めた１４名が参加をいたしました。

研修の中では、福井市の先生方と栃木県内の研修では味わえない緊張感の中で授業について意

見交換し、自分の授業を振り返るための気づきに出会えるなど、大変貴重な時間となっていま

した。 

 育成状況については数値などでお示しすることはできませんが、多くの先生がこの研修を受

けたことで子供たちに授業の目当てを示すことや、先生方が単元ごとを見通した学習活動の大

切さに気づき、それを授業で実践する場面を多く目にするようになりました。 

 全国学力・学習状況調査の結果ではまだまだ福井には及んでいませんが、今後も新しい時代

に必要な資質能力を育成できるよう研修を深めていきたいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（渋井由放）  星商工観光課長。 

○商工観光課長（星 貴浩）  それでは、御質問いただきました２点について回答させてい

ただきます。 

 質問いただきました順番どおり、まず行財政報告書３２１ページのトラック運送事業者支援

金について御説明させていただきます。 

 こちらの支援金は、燃料費の高騰の影響を受けた市内に事業所を有するトラック運送事業者

を対象にしまして、事業継続を支援することを目的に交付させていただいております。貨物運

送用の自動車１台につき２万円。軽貨物につきましては８,０００円を支給させていただいて

おります。 

 市内のトラック運送事業者１５事業者に対し、先ほどの一般分２万円、こちらを１４１台分。

軽貨物につきましては６台分を支給させていただきました。 

 効果についてですけれども、トラック運送事業者につきましては、他業種と比較しまして経
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費に占める燃料費の割合が圧倒的に高くなってございます。業務内容的にも価格交渉の協議に

応じてもらえないことが多くて、燃料費の増加を価格転嫁しづらいという声をいただいており

ます。本事業を実施したことで、少なからず該当の事業者の事業継続に資することができたの

ではと考えているところでございます。 

 続きまして、２点目のチャレンジショップの件についてお答えさせていただきます。創業者

支援事業費補助金、これは商工会の実施する創業者向けのセミナー等の支援メニューに対する

補助金でございます。 

 議員に御質問いただきましたそのとおりなんですけども、お見込みのとおり、令和４年度に

つきましては創業者向けの施設であるチャレンジショップの整備に関しても、この補助金の対

象とさせていただきました。 

 その整備の上乗せ分、そちらは信金中央金庫からいただいた企業版ふるさと納税

１,０００万円を原資として交付させていただいております。 

 以上でございます。 

○議長（渋井由放）  佐藤都市建設課長。 

○都市建設課長（佐藤光明）  滝口議員から御質問をいただきました決算書１４７ページの

ふれあいの道づくり事業１,３９９万８,７１０円につきまして、お答えいたします。 

 実施しました地区につきましては、８地区でございます。順に申し上げます。宇井、大桶下、

大桶上、高瀬、大里、向田西二、曲畑、三箇上の８地区でございます。 

 件数が賃借料が９件、原材料費が１０件となっておりますのは、１つの地区で複数から機械

を借りたり原材料を購入したことから、地区の数よりも件数が多くなっている状況でございま

す。 

 現状につきましては、令和５年度で継続して実施しているところ、新規で相談を受けている

ところ等がございまして、地域の方と共同で生活道路を整備するということで、予算の確保も

含め、これからも継続してまいりたいと思っておりますので、よろしくお願いします。 

○議長（渋井由放）  黒尾生涯学習課長。 

○生涯学習課長（黒尾明美）  私のほうからは決算書１９１ページ、文化財案内看板設置業

務についてということでお答えしたいと思います。 

 議員お見込みのとおり、こちらについては、今後、順次改修を進める予定にしております。 

 令和４年度の実績につきましては、行財政報告書の２４２ページに２か所ということで掲載

しておりますので、今後も順次進めてまいります。 

 以上です。 

○議長（渋井由放）  石嶋上下水道課長。 
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○上下水道課長（石嶋賢一）  滝口議員の御質問にお答えいたします。 

 水道事業の企業債の明細書の未償還残高についてでございます。令和４年度末の企業債残高

は、議員御指摘のとおり約１５億円でございます。なお、南那須町・烏山町が合併した平成

１７年度末の企業債残高は約５２億円でございました。１０年前の平成２４年度末では約

３９億円でございます。 

 建設工事費用を確保するため、現在も新たな企業債の借入れを行っているところであります

が、それと並行して返済を進めた結果、令和４年度末で１５億円まで返済をしてきたというと

ころでございます。 

 水道事業においては人口減少等により収益の減少が見込まれるところでございますが、しっ

かりとした経営感覚を持って、収支のバランスに注意を払いつつ、必要な投資は行っていきな

がら今後も返済を進め、健全な事業経営を行ってまいりたいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（渋井由放）  深澤農政課長。 

○農政課長（深澤宏志）  私のほうからは 後に決算書１２９ページの那須烏山市農業者原

油価格・物価高騰対策支援交付金、那須烏山市農業者支援交付金、那須烏山市農業者経営継続

支援交付金の３つについて御説明を申し上げます。この支援交付金は、３つとも新型コロナウ

イルスの臨時交付金を活用した農業者支援交付金となってございます。 

 まず、１つ目の原油価格・物価高騰対策支援交付金の２,８３８万５,６９７円でございます。

こちらにつきましては、昨今の原油価格、または肥料・農薬等の物価高騰の影響を受けている

農業者の負担軽減、さらには令和４年産、または令和５年産に向けた農業の経営支援を目的に

１４８名の農業者に対して交付金を交付したものでございます。 

 内容につきましては、４つほどございます。１つ目が肥料・農薬等の購入費補助ということ

で、１経営体、１農業者当たり上限５万円を補助してございます。 

 ２つ目、燃料費購入費補助ということで、これは施設園芸を中心に営農を行っている農業者

に対しまして、重油代１リットル当たり２７.８円の高騰分を補助してございます。 

 ３つ目、園芸施設設置補助ということで、これも施設園芸の資材費が上がってございますの

で、その設置費用の５０％、または、上限１５０万円を上限に資材費を補助してございます。 

 さらに 後、飼料購入費補助ということで畜産農家に対する補助でございます。乳用牛につ

きましては、１頭当たり５００円。肉用牛につきましては、１頭当たり４００円。豚につきま

しては、１頭当たり２００円。鶏につきましては、１頭当たり１００円の餌代の補助をしたと

ころでございます。 

 ２つ目の那須烏山市農業支援交付金の３３０万円でございます。これは午前中の髙木議員の
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御質問にもお答えしましたとおり、令和３年度の農業収入が、平成３０年度と見比べて、

２０％以上減少した農家、これは個人・法人問いません、６１件の農家に対して交付金を交付

したものでございます。 

 交付単価につきましては専業農家１０万円、第１種兼業農家５万円、第２種兼業農家２万

５,０００円、法人が２０万円となってございます。 

 後に、那須烏山市農業者経営継続支援金の８７４万５,０００円でございます。こちらに

つきましては、ただいま御説明しました原油価格・物価高騰対策支援交付金、さらには今の農

業者支援交付金の残予算を活用しまして、第３弾の農業者に対します支援交付金でございます。 

 こちらにつきましては販売農家、自給農家のうち販売農家、販売農家というのは経営耕地面

積が３０アール、３反歩以上、または農産物販売金額が５０万円以上の農家に対して、こちら

についても令和４年産、または令和５年産の農業経営に向けて、一律に農業者に３万円。認定

農業者の担い手等であれば６万円を交付した交付金でございます。実績については３０６件、

農家に対して交付金を交付した事業となってございます。 

 以上が、３つの支援交付金の中身でございます。 

○議長（渋井由放）  ８番滝口貴史議員。 

○８番（滝口貴史）  丁寧な説明ありがとうございます。それでは、再質問させていただき

ます。 

 子育てのための施設等利用給付金については、よく分かりました。ありがとうございます。 

 指導支援、特に中学校の部活動支援について再質問させていただきます。行財政報告書を見

ると、南那須中学校の吹奏楽部、剣道部、ソフトテニス部と書いてあるんですが、烏山中学校

では支援はなかったんですか、希望がなかったんでしょうかという、行財政報告書には南那須

中学校と書いてあるのでよろしくお願いします。 

 それと、スーパーティーチャー事業について、現在、もうやられて７から８年の事業かと思

うんですが、その中で異動等々もありますけど何名の方ぐらいがスーパーティーチャーとして、

現在本市に残っているとは言わないけど、本市以外にも行って、何名の方ぐらいがスーパーテ

ィーチャー制度を利用して卒業されたというぐらいの感じをお聞きしたいと思います。正確な

数じゃなくて結構でございます。 

 トラック運送支援事業については、よく分かりました。 

 チャレンジショップはこれで理解させていただきました。ありがとうございます。 

 ふれあいの道づくり事業、まだまだ市内ではいろいろやるところがあると思いますので、引

き続き支援のほどをお願いをいたします。 

 文化財案内看板設置業務、これは２か所という形で行財政報告書にも載っていましたが、現
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在、課長も分かっていると思うんですが、特に旧南那須地区の木で作った看板がぼろぼろにな

っているところがあります。目立つところだと南大和久の交差点にある、あれは文化財のほう

ではないと思いますが、四季の森の案内でしたけど、もうぼろぼろになっている看板もありま

すので、早急に何とかしていただきたいと思います。看板というのは一括でこれはどこの事業

がやるのか、サイン計画なんかもあったと思うんですが、どうぞよろしくお願いいたします。 

 水道会計事業は理解をさせていただきました。 

 農業者支援、大変御苦労さまでございました。様々なメニューで助かった方がいっぱいいる

と思いますので、よろしくお願いいたします。 

 それでは、再質問、学校教育課と文化財案内看板設置業務についてお願いいたします。 

○議長（渋井由放）  大鐘学校教育課長。 

○学校教育課長（大鐘智夫）  それでは、再質問の答弁をさせていただきます。 

 中学生の部活動の件で烏山中学校は、運動部のほうはないのかということでしたけれども、

残念ながら希望がなかったということになります。 

 それとスーパーティーチャーにつきましては教育長のほうで答弁するということでお願いい

たします。 

○議長（渋井由放）  田代教育長。 

○教育長（田代和義）  スーパーティーチャーの県外派遣事業につきましては、議会その他

に御支援をいただきまして、現在７年目ということになります。 

 ただ当初の３年間は福井県、次の３年間は秋田県でしたが、秋田県は１年目だけ実施して、

２年目、３年目はコロナのためにあちらで受け入れることができないということでしたので、

今年福井県に行って６年目ということになります。 

 現在、各学校２名ずつというような形で出しておりますけれども、ただ学校希望によっては

大半の先生が行ってしまったという部分で、もちろん異動があって入替えはしているんですが、

それで参加できないという、１名だけという時期もありましたので、おおよそトータルすると

５０名程度の先生方が参加しているかと思います。 

 中には校務分掌の関係とか、それから学力向上推進員になっている先生等は１回ではなくて

２回参加している方も、複数参加している方もいらっしゃいます。 

 以上です。 

○議長（渋井由放）  黒尾生涯学習課長。 

○生涯学習課長（黒尾明美）  文化財の案内看板等の御質問にお答えしたいと思います。 

 破損等の御指摘を数多く皆さんから受けているところです。特に議員がおっしゃるように木

製の看板等、破損のひどいところもございます。文化財の案内看板につきましては計画的に、



令和５年第４回９月定例会 第４日 

－252－ 

一遍にはできないものですから順次進めてまいりたいと思いますので御理解いただきたいと思

います。 

○議長（渋井由放）  ８番滝口貴史議員。 

○８番（滝口貴史）  順番にやるのは理解していますけれども、逆にひどいところは撤去す

るぐらいで看板をなくすことも、格好悪いんでやっていただきたいと思います。 

 それとスーパーティーチャーについては、私もすごく応援している事業の１つですので、現

在各学校に２名ないし、いるところだと３から４人とか、全部スーパーティーチャーになって

いるような学校もあるかもしれません。これは那須烏山市だけのことではなくて、ここから塩

谷南那須地区、また栃木県のいろいろなところに異動されたときにも、那須烏山市はすばらし

い事業をやっているんだと、これほかの他市町の教育長からも私は聞いております。すばらし

い事業だと褒められました。私がやっている事業じゃないのに、すごくうれしくなった覚えが

あります。ぜひとも続けていただいて、立派な先生をつくっていただきますようお願いをいた

します。よろしくお願いします。 

 以上で質問を終わります。 

○議長（渋井由放）  次に、ございませんか。 

 ９番小堀道和議員。 

○９番（小堀道和）  事前にお渡しをしている質問集で、この中から取り上げて質問いたし

ます。多分、全部論議はできてないと思うので、時間のないところは私が後で聞きに行きます

ので、よろしくお願いします。 

 まず、 初に全部署に共通していることで検討してほしいことがあります。この行財政報告

書の内容を読んで以前からそう思っているんですけども、改めて違和感を覚えることは、目標

値や方策実現のために予算を行使してどこまで達成し、次年度への課題までを述べるというマ

ネジメントが読み取れず、実施した内容の羅列になっていることが多いということなんです。 

 トップの指導力でマネジメントを考慮した報告書になることを期待しますので、よろしくお

願いいたします。これは要望です。 

 総合政策課では、２２ページの公共施設等総合管理計画です。６年間で統廃合実績が１０施

設を用途廃止し、削減率５.６７％進展したとありますけども、計画どおりなのか見解を伺い

ます。延べ床面積の削減目標が４６％以上と高いので、常に目標と照らし合わせて進めてほし

いんです。これは、去年もおととしも質問しましたけども、本件を毎年確認すべき重要案件と

認識しているかどうか、あまりにも目標値との乖離が大きいので、この辺、しつこいですけど

も、また答えてください。 

 それと３８ページ、一般会計財政の状況の中で、基金区分の森林環境整備促進基金について、
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令和３年年度末で２,１５９万２,０００円が令和４年度末で２,８７３万１,０００円と増加し

ていますけども、基金を活用し環境整備事業を進めてほしいのに、どうして事業を取りやめて

まで基金を増やすのか。これは先ほどの福田議員のほうとダブっているんですけども、先ほど

この辺の回答で計画したやつが次々に数が減ったとかという話があったんですけども、これは

どんどん進めてほしいので、次年度まで見越して準備しておく方法はないのかというやつに対

して、見解を教えてください。 

 それと４０ページ、財政分析指標について。財政健全性を表す各種指標の一覧表ですけども、

国などに示している健全指標値を追加するべき、去年も言ったんですけども、これは当然議会

にも報告義務がある項目があります。そちらのほうは今回も議会に説明、資料も頂きましたけ

ども、何でこの行財政報告書のほうにはないのかということがおかしいのではないかというこ

となんで、これは要望です。ぜひ国が出している健全指標値を入れてくださいという要望です。 

 次、まちづくり課です。４２ページの移住定住支援についてです。移住定住者の目標値をお

伺いします。第三次総合計画では長期本市人口目標を定めています。この目標人口をベースに、

総合計画を立案しているので、人口減少の大きい場合の損失というのはとても大きいんです。

そういう意味で人口推移は、増えるほうは出生者、あと転入者、減るほうは死亡者と転出者な

んです。そうすると、移住定住者増は物すごく重要な指標でありますけども、どのような根拠

で目標値を立案して活動しているかを伺うということなんですけど、こういう考えがまずはあ

るかどうかはとても大切なんで、見解を伺います。 

 次、４３ページ、生活環境の整備充実についてですけども、令和４年度のごみ搬出量は前年

度比３.４％減少したと成果を報告してありますけども、データを見ると燃えるごみは２.２％

減ですけども、市の人口はそれ以上に２.５％減っているんです。これを考慮すると実質燃え

るごみは増加しています。なので人口減少を考慮し、実質減少の活動を推進してほしいんです

けども、これについても見解を伺います。 

 次は総務課です。６１ページの給与関係の中で一般職員の職員数及び給与額について、ここ

に月額が載っているんですけども、期末手当だとか、要するにボーナスも月じゃなくて１年間

のものが載っているんで、これは間違いだよねというのを、これだけ確認すればいいです。 

 それと、６１ページの中に、学歴別の職員数及び給与月額の一般行政職員についての一覧表

がありますけども、大卒が平均年齢３９.３歳、平均経験が１６年２か月で２９万４,３００円

とありますけれども、短大卒や高卒と比べて低いと思うんですけども、これは同じ年でもって

比較するとどうかというのだけを教えてください。 

 それと、６２から６３ページで、職員研修実施状況についての一覧表があります。多くの研

修が用意されていますけども、係長クラスとか、課長クラスになるための必修研修という基本
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的考えがあるかどうかを伺います。そのような考えがある場合に、係長クラス及び課長クラス

の必修研修は何かというのも教えてください。 

 それと各種受講者総数１年間１６４人なんですけども、前から総務課長は充実していますと

いうことで私も信用していたんですけども、職員数２５０人で割ると、職員一人当たり僅かに

１年間に０.６回ということなんで、これは自慢できるのか、一般の民間企業の場合は相当研

修に力を入れているんですけども、１年に０.６５回というのは幾ら何でも、私も認識しなく

て申し訳なかったんで、この辺少し見解をお伺いします。 

 それと、税務課関係です。９５ページ、徴収対策グループの徴収率向上ですけども、大口滞

納法人を解決し大きく改善したこと、とても称賛できますけども、残りの大口滞納法人の解決

について、期間も含めた詳細を教えてください。 

 それと健康福祉課です。１１３ページの生活福祉グループについて、近年では施設入居者が

利用料を賄い切れないという相談が増加しているとだけ書いてあるんですけども、この場合ど

のような対応をしているのかというのを教えてください。 

 それと１２１ページ、生活困窮者自立支援事業について表がありますけども、自立相談実績

が令和３年度合計９２件が、令和４年度に僅か２６件と激減しているんですけども、今後の対

応も含めて詳細を伺います。 

 それと、こども課です。１３６ページ、こども館グループ結婚相談所について、結婚相談活

動の実績がないので終了し、県組織のとちぎ結婚支援センターに任せる趣旨の説明ですけども、

せっかく本市では若者のメンバー主体で多くの活動が動き出したところ、新型コロナによって

中止させざるを得ない状況で、コロナが落ち着いた今、活動再開に期待していたんですけども、

ここで終了という判断が正しいのか疑問を感じるので見解を伺います。 

 特に１６２ページに紹介されている若者主体で企画する多くの活動は継続すべきだと思うん

ですけども見解を伺います。 

 １４４ページ、定期予防接種の実施状況ですけども、子宮頸がん予防ワクチンが令和３年度

に比べて４倍以上と大幅に増加していることの詳細を伺います。 も増えた年代というのは高

校生でいいのかも含めて伺います。 

 次に、自分の担当課なので教育委員会関係の学校教育課、２１２ページの指導支援、部活を

民間にということは中山議員の質問にもあったし、答えもあったのでこれは結構です。 

 それと、生涯学習課の中で２２３ページに広域ジオパーク構想が出ています。これはどの市

町と、どんな構想なのか詳細について伺います。本市も含めて他の市町の意気込みも分かった

ら教えてほしいんです。 

 それと、特別会計のほうで、市民課で例の高額医療費３１.９％これはおかしいと。これは
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荒井議員ともダブっていますので結構です。 

 健康福祉課、２８５ページ、地域包括支援センターみなみなすについて、総合相談件数が令

和３年度９８４件が令和４年度に１,９６５件と２倍増加しています。運営方法も含めて詳細

について伺います。これは、地域包括支援センターからすやまのほうでも同じような展開がで

きると思うんですけども、その見解も伺います。 

 それと 後に新型コロナ関係です。総務課関係で３１２ページに総務課人事グループの在宅

勤務についての表が出ていますけども、新型コロナ対応で働き方改革の実現手法として採用し

ましたけども、在宅勤務も含めて、コロナ沈静後も、せっかくコロナの時にいろんな働き方と

か在宅勤務とかいろんなことに挑戦してきましたけども、継続して効果が期待できるものはな

いのかも伺います。 

 以上です。 

○議長（渋井由放）  菊池総合政策課長。 

 ここで申し上げます。簡潔にお願いいたします。時間がなくなってしまうと困るので。 

○総合政策課長（菊池義夫）  総合政策課に３点御質問いただきました。 

 １点目の、公共施設総合管理計画の統廃合の部分でございます。計画どおりかという部分で

ございますが、おおむね計画どおりと思料しております。 

 また、これから毎年行財政報告に掲載して確認していくべきだろうという部分については同

じ認識でございますので、よろしくお願いします。 

 それから公共施設の統合に際して、目標の達成に向けてはやっぱり利用者との合意形成が必

要でございます。丁寧に説明を行いながら、目標値に近づけるよう努めてまいります。 

 次に、森林環境整備促進基金でございます。なぜ基金を増やすのかという御質問ですが、当

該基金につきましては、御存じのとおり農政課において事業計画をしっかり立てて、それに基

づいて実施するものでございます。主なものとしては、森林整備、林道整備、ハード整備等に

活用するものでございます。令和６年度からは個人住民税の均等割が引上げとなって年間

１,０００円の徴収が決まっておりますけども、計画的に事業課とも調整しながら進めてまい

りたいというふうに思います。 

 それから、３点目の財政分析指標でございます。昨年も御意見をいただいております。行財

政報告への掲載は改めてはしておりませんでしたが、参考として載せることについては特に問

題ありませんので調整させていただきます。 

○議長（渋井由放）  小原沢まちづくり課長。 

○まちづくり課長（小原沢一幸）  まちづくり課に御質問の２点についてお答えします。 

 行財政報告書４２ページ、移住定住支援につきましてお答えいたします。 



令和５年第４回９月定例会 第４日 

－256－ 

 移住定住の目標値でございますが、令和４年度の目標値については住宅取得奨励金申請件数

４５件を目標としております。これにつきましては、第２次総合計画において定めたものでご

ざいます。 

 令和４年度の目標値に対します実績ですが、４８件、達成度は１０６％という結果になりま

した。今後についても創意工夫等を含めまして、転出抑制策も含め検討してまいりたいと考え

ております。 

 次の４３ページ、生活環境の整備充実についてお答えします。燃やすごみは、ここ５年、約

６,７００トンから６,３００トンで推移しております。一般廃棄物全体では約８,０００トン

から７,４００トンで推移しております。微減少の傾向ではありますが、人口減少比費以上の

減少には至っておらないところでありますので、引き続きの分別徹底、排出抑制に関しまして

普及啓発を行いまして、３Ｒを推進しまして、循環型社会の充実に向け取り組んでまいりたい

と考えます。 

 以上でございます。 

○議長（渋井由放）  佐藤総務課長。 

○総務課長（佐藤博樹）  それでは行財政報告書６１ページ、給与関係の表でございますが、

勤勉手当、期末手当、年額の間違いかどうかなんですが、これは備考欄にもあるとおり期末勤

勉手当については前年度の支給額でありますので、６月・１２月を含めた数字になっておりま

すので、間違ってはございません。 

 次に、６１ページの学歴別職員数、給料関係なんですが、同年代と比べてどうかでございま

すが、これにつきましては若年層の給料が若く、その後についてもなかなか支給率が高くなっ

ていかなかったこのことから、現在は若年層の在職者調整ということを行っておりまして、同

年代と同じような給料額がもらえるように現在調整しているところでございます。 

 続きまして、職員研修件数があまりにも低いんじゃないかということでございますが、職員

研修につきましては、研修計画によりまずは自己啓発、次にオン・ザ・ジョブ・トレーニング、

職場内研修、それを充実させること。それを補完する意味で職員研修、職場外の職員研修をや

ってございます。したがいまして、職場外研修については必要な研修は全て行っておりますの

で、それぞれの職員に必要な研修をやっていただいていることから少ないという認識はありま

せんので、よろしくお願いします。 

 すみません、一番 後にコロナウイルス関係のところでございましたが、これらにつきまし

ても今後も在宅勤務については必要な勤務体系と理解しております。そのほかに今年度から時

差出勤制度、そういったものも試行的に取り入れてございますので、さらに働き方改革ができ

るように進めてまいりたいと考えております。 
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 以上です。 

○議長（渋井由放）  川俣税務課長。 

○税務課長（川俣謙一）  行財政報告書９５ページからの大口滞納法人の解決について、期

間も含めた詳細を伺うについてお答えいたします。 

 大口滞納法人の解決については、税務課内で今までの経緯の確認と、あと令和５年度におい

てメンバーも変わりましたので、新たな視点でも協議をしている 中でございます。したがい

まして、解決時期等の詳細はまだ見えておりませんが、なるべく早い段階でよい報告ができま

すよう、着実に実行していく所存でございますので、よろしくお願いします。 

○議長（渋井由放）  岡健康福祉課長。 

○健康福祉課長（岡 誠）  私のほうから健康福祉課に係るもの３つについてお答え申し上

げます。 

 まず、行財政報告書１１３ページ、利用料が賄えない利用者への対応についてでございます。 

 施設は障害者福祉施設や老人福祉施設、グループホーム、老人ホームなど多岐にわたる施設

がありまして、生活保護制度では施設ごとで 低生活費の基準が異なりますので、対応内容も

多岐になっております。 

 近年では施設入所者が預貯金や家族の支援により利用料を支払っていたが、それらが困難な

状況になったという理由で申請相談が増えております。要因としては景気の悪化、支援家族の

高齢化などが挙げられます。これらの相談者には、その入所施設の基準額に沿った生活保護制

度の対応をしております。 

 続きまして１２１ページ、生活困窮者自立支援事業への対応についてでございます。 

 令和３年度の相談件数につきましては、社会福祉協議会が窓口となる総合支援資金特別貸与

への対応が、コロナ感染による影響で収入減少や失業により貸付けを受けた方が増えました。

生活に困窮した相談者が生活福祉グループに相談し、仕事が再開するまでの支援が欲しい、コ

ロナ禍が落ち着けば持ち直せるという生活保護の申請には至らない方に対し、この制度を紹介

する相談が９２件中８４件ありました。 

 一方で、令和４年度はこの貸付け制度を紹介した件数が４件まで減り、就労のアドバイスや

債務整理、治療費の支払いなどの相談が主になっております。今後、貸付け対象者へは社会福

祉協議会が返済を求める業務を遂行していきますが、当然、困窮状態が進行し自立に至らない

世帯もあるため、生活保護の相談への誘導などをしてもらい、社会福祉協議会とはさらなる連

携を取り、対応してまいります。 

 後に特別会計でございますが、行財政報告書２８５ページについてでございます。 

 地域包括支援センターでございますが、まず、運営方法としましては市内の社会福祉法人に
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関しまして、からすやまと、みなみなすの２か所で運営を行っております。 

 相談件数の増加でございますが、青木議員の答弁の繰り返しになってしまいますが、令和

３年度までは総合的課題、例えば１つの相談で医療・居宅サービス・ケアマネ相談として３つ

の案件を総合的に受けた場合、同一の方からの一連の相談ですと相談件数は１件とカウントし

てきたところですが、おのおのの実態、課題を把握するため、令和４年度からは３件とカウン

トしたことにより大幅に増加したことになります。 

 なお、その下の段、地域包括支援センターからすやまの総合相談件数におきましては同じく

カウントしたものの、それぞれの指示の受け取り方が違ったことにより、少なめのカウントと

なってしまっております。そのため、令和５年度は平準化を図るべく、具体的にカウント方法

を指導したところでございます。 

 横並びの展開についてでございますが、総合相談件数はその時々で変化するものですので、

横並び的に増えるものではないと御理解のほうお願いしたいと思います。 

○議長（渋井由放）  水上こども課長。 

○こども課長（水上和明）  私からは行財政報告書１３６ページ、こども館グループ業務の

中の結婚相談所業務について。また、１４４ページ、定期予防接種の実施状況の中で子宮頸が

ん予防ワクチンの接種者数が増えた理由についてお答えいたします。 

 まず、結婚相談所についてでございますが、結婚相談所につきましては、議員がおっしゃる

とおり昨年度をもって終了とさせていただいたところでございます。ただ、結婚相談所終了後

に、相談員の皆様に県の地域結婚サポーターへの就任を要請したところ３名の方が就任の運び

となりました。 

 このことによりまして、県の未来クラブのサポートを受けて各種イベントの実施が可能とな

ってございます。例えば専門家のアドバイスとか財政支援、人的支援などが受けられることと

なってございます。このようなことから婚活に関する活動もしやすくなっておりますので、コ

ロナが落ち着いてからにはなると思いますが、活動再開に期待をしているところでございます。 

 また、若者主体で企画する多くの活動は継続すべきとの意見でございますが、私もおっしゃ

るとおりと思っております。ただ行財政報告書１６２ページに記載の事業でございますが、こ

れはコロナ禍での事業ということで、事務局中心のオンラインセミナーとなっております。コ

ロナが５類になった今、何が有効な事業なのか調査研究させていただきまして実施していきた

いと考えております。 

 次に、１４４ページ、定期予防接種の実施状況の中で、子宮頸がん予防ワクチン接種者数が

増えた理由でございますが、子宮頸がんワクチンは平成２５年４月から定期予防接種となりま

したが、健康被害等が認められたことから、同年６月から積極的な接種の推奨を控えていたと
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ころです。その後、国において審議を重ねた結果ＨＰＶワクチンの安全性について特段の懸念

は認められないとしまして、令和４年４月から接種の推奨が再開されたところでございます。

そのことから、令和４年度の子宮頸がんワクチンの接種者が増加したものと考えております。 

 なお も増えた年代ということでございますが、中学生の接種が増えております。 

 以上です。 

○議長（渋井由放）  黒尾生涯学習課長。 

○生涯学習課長（黒尾明美）  私のほうからは行財政報告書２２３ページの広域ジオパーク

についてお答えします。 

 こちらについては、広域化も１つの視点として検討を進めていくところなので、具体的な内

容につきましては、今後調査研究をしていくことになります。まずはジオという財産を市民へ

も浸透させ、地域の盛り上がりを高めていくために、地道な取組を続けていくことになると思

います。 

 以上です。 

○議長（渋井由放）  ９番小堀道和議員。 

○９番（小堀道和）  予想以上に時間がありますので、確認します。 

 総合政策課の公共施設の統廃合、これについては今の課長の回答では、幾ら何でも進みが遅

いんじゃないかなというぐらい、だんだん難しいのが残ってくるので、これについては、やっ

ぱりどんな取組をするのかというのは一言お願いしますと、そういうことでお願いします。 

 それと財政分析指標の中の健全指標値、これはいいですね、お願いします。 

 それと、移住定住支援に関しては、僕の質問は町の人口を決めるのに、やっぱり増やすほう

で、町の人口は今どこを期待しているかというと、死亡者数の減少は期待できない。生まれる

ほうも期待できないとすると、入ってくるところをこのぐらいしないと、どんどんやっぱり減

ってしまうんじゃないかという、そういう認識でやって目標を決めてほしいんだと、自分たち

で決めて４５件が４８件になって１０６％下達してますとか、そういうことを聞いたのではな

いので、そういう考えでいるよということだけは決意表明してほしいと思います。 

 ごみについても目標を立てて、人口減少分を考えたということにすると、やっぱり一歩二歩

さらに進展する施策が必要なんで、それについても一言お願いします。 

 それと、給料に関しては分かりました。 

 それで、研修に関しては職場内も分かるようなことを資料としては準備する必要があるのか

なと思うので、次はこの辺をよろしくお願いします。そうではないと今言ったことが、決意だ

けの話で実際本当にそうなのかなと分からないんでお願いします。 

 徴収関係、これはぜひ頑張ってください。 
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 生活福祉グループの生活保護、これは分かりました。 

 生活困窮者自立支援に関しても社会福祉協議会との関係、これ分かりました。 

 こども課グループの結婚相談、これは期待しますけども、お願いとしては、なくなってしま

うのでいつやめてもいいよということにならないようにぜひお願いします。 

 それと、子宮頸がんワクチン、高校生だと思ったら中学生ということなんで少し安心しまし

た。 

 後に生涯学習課の広域ジオパーク、質問は広域なので、要はどこの市町と広域にするのか

とか、もう声かけをしているのかどうかとか、その辺の話を聞かせてもらいたかったので、こ

れについてお願いします。 

 以上です。 

○議長（渋井由放）  小原沢まちづくり課長。 

○まちづくり課長（小原沢一幸）  移住定住の目標につきましては、先ほど申し上げた件数

につきましては、前回の総合計画の目標値となっておりましたので、第３期の目標値につきま

しては、移住相談件数に対する直近の実績値が大体５％の方が移住してくださっている形にな

っておりますので、令和９年度の目標値を相談件数に関する８％ということで想定しておりま

すので、御理解いただければと思います。 

 ごみにつきましては、引き続きごみの抑制について進めていきたいと思います。 

 以上です。 

○議長（渋井由放）  黒尾生涯学習課長。 

○生涯学習課長（黒尾明美）  再度の質問にお答えします。 

 どこの市町にということなんですけれども、そちらも含めて今後の調査研究になるかと思い

ますので、引き続き御支援ください。よろしくお願いします。 

○議長（渋井由放）  佐藤総務課長。 

○総務課長（佐藤博樹）  職場内研修につきましては、仕事をする上で先輩が部下に、管理

職がその部下、職員に仕事をしながら教えるということが職場研修の基本でございますので、

そういったものについてはしっかり取り組んでまいりたいと思います。 

○議長（渋井由放）  菊池総合政策課長。 

○総合政策課長（菊池義夫）  目標に近づけるよう努めてまいります。 

○議長（渋井由放）  ９番小堀道和議員。 

○９番（小堀道和）  特に職場内のもので、仕組みとして入っているようなやつは、やっぱ

り表化したほうがいいので、そうではないと仕事をしながら、ＯＪＴで教えていますよという

のを引き続きやりますというのでは、やっぱり仕組みとして見えてこないので、その辺で分か
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るやつはどんどん表化してほしいという意味も含めていますので、それが表化されたやつに関

しては、やっぱり資料にも出るような、そういう努力をしてほしいということなんで、よろし

いですか。うんとかイエスとか言ってくれれば。 

○議長（渋井由放）  佐藤総務課長。 

○総務課長（佐藤博樹）  そういった基本的な研修につきましては、職場外研修の中でマネ

ジメント研修、監督者研修、管理職研修、そういったもので必要事項は学んでおりますので、

それを生かしてまいりたいと思います。 

○議長（渋井由放）  ここで暫時休憩いたします。 

 再開を１５時１５分といたします。 

休憩 午後 ３時０４分 

 

再開 午後 ３時１５分 

○議長（渋井由放）  休憩前に引き続き再開いたします。 

 どなたかおりますか。 

 １１番田島信二議員。 

○１１番（田島信二）  それでは、令和４年度決算総括質疑を行います。全て決算書からで

す。 

 ２７ページ、道路占用料、３８１万７,８０１円。 

 ２７ページ、法定外公共物使用料２７万２,７０４円。 

 ２９ページ、屋外広告物許可手数料６万２,０４０円。 

 ３３ページ、自衛官募集事務委託金３万円。 

 ３７ページ、とちぎの元気な森づくり市町村交付金５５９万９,０００円。 

 ３９ページ、土地売払い収入８万８,２６４円。 

 ５７ページ、人材育成推進費３３７万６,４４８円。 

 ７３ページ、交通安全施設整備費、１８７万１,０００円。 

 １３９ページ、那須烏山市トラック運送事業者支援金２８６万８,０００円、以上９項目、

それぞれの詳細説明をお願いいたします。 

○議長（渋井由放）  佐藤都市建設課長。 

○都市建設課長（佐藤光明）  それでは、田島議員から御質問をいただきました４件につき

ましてお答えいたします。 

 まず、決算書２７ページ、１４款、使用料及び手数料、１項使用料、５目の道路占用料

３８１万７,８０１円につきましてお答えいたします。 
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 これの主なものにつきましては、道路に建っております東電、ＮＴＴの電柱の占用料でござ

います。毎年継続して納めていただいているものでございます。 

 それ以外には、道路工事の際、市道の空いているスペースに建設業者のほうで現場事務所を

設置するための占用するケースや、個人の方が住宅建設をする際に市道から乗り入れ口を設置

するときに、市道の一部を占用する、そういったケースに占用料をいただいております。 

 次に、法定外公共物使用料２７万２,７０４円についてお答えいたします。 

 こちらも市道ではなく、法定外の道路等に東電とＮＴＴの電柱が建っている場合の占用料で

ございます。市道に建っているものは道路占用料、法定外の公共物に建っているものについて

は法定外公共物占用料ということで分けております。法定外公共物のそのほかには太陽光発電

事業所内にあります法定外道路、通常赤道と申しておりますが、その道路を占用しているよう

な場合、こちらについても占用料を納めていただいております。 

 次に２９ページ、土木手数料の屋外広告物許可手数料の６万２,０４０円につきまして、お

答えいたします。 

 こちらは、事業所や商店など、お店の看板を掲出する場合に、その看板が基準に合っている

かどうかなどを審査し、都市建設課で許可をしております。それに係る手数料でございまして、

令和４年度におきましては１５件、合わせまして６万２,０４０円でございます。 

 次に決算書３９ページ、１７款財産収入、２項財産売払収入、１目不動産売払収入、土地売

払収入の８万８,２６４円についてお答えいたします。 

 こちらは南大和久地内太陽光発電事業に伴いまして、その事業地内に法定外道路がございま

した。そちらを事業者のほうで払下げをしたことによるものでございます。 

 以上でございます。 

○議長（渋井由放）  佐藤総務課長。 

○総務課長（佐藤博樹）  決算書３３ページ、自衛官募集事務委託金３万円についてでござ

います。 

 これにつきましては、成人式参加者に対して自衛官募集啓発のための啓発チラシとグッズの

配布をしてございます。 

 続きまして決算書５７ページ、人材育成推進費３３７万６,４４８円の内容でございますが、

人事評価の研修、また民法研修、自治体法務検定サポート業務、そのほかに人事評価のシステ

ムの賃借料、様々な研修協議会に関する負担金、それらの総額が３３７万６,４４８円となっ

てございます。 

 続きまして７３ページ、交通安全施設整備費１８７万１,１００円でございますが、新規に

６基造っております。大桶地区に２基、野上地区、小木須地区、福岡地区、宮原地区に１基ず
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つ、それと修繕を１０基行っております。上境、城東、熊田、志鳥３基、大桶４基、それが

１０基となっております。それの総額費用が１８７万１,１００円でございます。 

 以上です。 

○議長（渋井由放）  深澤農政課長。 

○農政課長（深澤宏志）  私のほうから決算書３７ページ、とちぎの元気な森づくり市町村

交付金の５５９万９,０００円につきましてお答え申し上げます。 

 とちぎの元気な森づくり県民税を活用しました、元気な森づくり推進事業に取り組む実施団

体による里山林の整備事業と里山林の管理事業の活動に対する交付金でございます。 

 内容につきましては、里山林の管理事業につきましては、シイタケなどの原木利用、ほだ木

のための整備のために、まず月次地区で活動してございます。 

 また、通学路の安全安心対策のための整備ということで、こちらにつきましては鴻野山地区、

さらには田野倉と大金の２地区で実施してございます。 

 野生鳥獣軽減対策のための整備ということで、こちらにつきましては興野地区と落合地区で

里山林の整備事業を行っております。令和４年の整備事業面積２４.６ヘクタールでございま

す。 

 また、整備後の里山林の管理ということで下草刈り等の管理作業、こちらにつきましては大

木須地区、下川井地区、森田地区、野上地区の４地区で、令和４年度面積で言いますと

６４.７ヘクタールで実施してございます。それぞれの交付金を合わせて５５９万９,０００円

というような交付金の内容になってございます。 

 以上でございます。 

○議長（渋井由放）  星商工観光課長。 

○商工観光課長（星 貴浩）  決算書１３９ページにあります那須烏山市トラック運送事業

者支援金について御説明させていただきます。 

 こちらは滝口議員の時にも説明させていただいたんですけども、燃料費の高騰の影響を受け

たトラックを有する事業者、そちらに対しまして貨物運送用の車両１台につき２万円、軽貨物

につきましては８,０００円を支給させていただきまして、事業継続を支援するとしたもので

ございます。一般分が１４１台、軽貨物分が６台分となっております。 

 以上です。 

○１１番（田島信二）  了解。 

○議長（渋井由放）  次ございませんか。 

 １４番中山五男議員。 

○１４番（中山五男）  私は全て行財政報告書のほうから質問申し上げます。 
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 まず１点、総合政策課から２１ページ、地方創生に関しましての関係なんですが、令和３年

度に本市と大塚製薬が健康・スポーツ・防災と６項目の包括連携協定を締結いたしました。令

和４年度の行財政評価報告の中には何も示されておりませんが、何の実績もなかったのでしょ

うか。これが１点です。 

 ２点目。公共施設のうち、総合管理計画の中で廃止、統合と進展しなかった建物等があるの

かどうかお伺いいたします。 

 ３点目は、本市の財政は地方交付税に依存しているところが大きいわけですが、交付税額が

これから減額になる中で、それに代わる安定的な財源というのはあるのかどうかお伺いをいた

します。 

 ４点目、太陽光発電に関する協議が昨年２１か所あったそうなんですが、事業者は指示どお

り実施されておられるかということ、それと太陽光発電が将来課題とするところは何があるか、

お伺いしたいと思います。 

 次に３７ページに地方債の一覧があるわけなんですが、合併特例債の残額というのは、あと

幾らあるのかお伺いいたします。 

 次に、まちづくり課です。４１ページの、令和３年度から続く自家用有償バス、エンジン故

障によりまして損害賠償の請求訴訟を続けているわけなんですが令和４年度は進展がなかった

のでしょうか、お伺いいたします。 

 次４２ページ、地域おこし協力隊です。平成２８年度から続いておりますが、これは補助事

業とはいえ、費用対効果が本当に上がっているのかどうか、私も心配しているところです。私

がさらに不安に思っているのは、協力隊の方々が本市を離れてから、本市で経験したことを生

かされた人生を歩んでいるかどうか、このことも私は非常に心配をしております。この辺のと

ころは調査されているのでしょうか。 

 次に、デマンド交通の関係なんですが、予約センターの委託料がおよそ１,２００万円かか

っています。この利用者から割り出すというと予約料が７３４円もかかるんです。これは利用

者が運行業者へ直結電話予約するということはできないのかどうかについてお伺いをいたしま

す。 

 次に、総務課についてお伺いいたします。毎年、中途退職者が出ておりますが、その主な理

由についてお伺いします。 

 ２点目。女性課長が令和５年度２名から１名になりました。これは前もって分かっていなが

ら、女性管理職の支援策というのは何かされなかったのかどうかであります。 

 次、人事評価の評点が１０５.３８点とあります。これは１００点を超えれば全て優秀な職

員とみなせるのかについてお伺いいたします。 
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 ５６ページの行政管理の中に特別職報酬等審議会で審議を進めるとありますが、合併当時、

平成１７年度時の高卒の初任給が１３万８,０００円ほどです。 

 令和５年、今年の４月では１５万６００円になっています。高卒大卒とも、これまでにおよ

そ１万２,０００円ほど引き上げられているんです。市議会議員、それに市長と特別職の報酬

というのは全く引き上がっていないんですが、市議会議員の２７万円、これは当初の設定が高

過ぎたと言えばそれも理解できないわけではありませんが、総務課長、どう判断しているかお

伺いしたいと思います。 

 次に、工事の検査体制ですが、昨年は５０件ほど実施したと言います。この工事請負費は水

道事業等を含めますと、およそ５億８,０００万円ほど発注しているわけなんです。私が心配

なのは検査員が設計図書を読めるのかどうか。測量検査に行って、測量器具の操作ができるの

かどうか、業者任せではないかなという気がするんですが、この辺のところをお伺いしたいと

思います。 

 次に、６３ページの職員研修の件ですが、今年は折衝・交渉研修というのを１名受講したそ

うであります。私はやっぱり、公共事業を推進する中で、特に公金の徴収とか、用地交渉、こ

れは折衝交渉術というのが極めて重要なんですが、どこの課の職員が、僅か１名なんですが、

受講したのかお伺いをしたいと思います。 

 次に、人事評価制度の表が全く意味不明です。説明してください。 

 次に税務課です。徴収税額のうち口座振替、年金、給与からの天引きが相当多くなっていま

す。市税から国保税と特別会計をひっくるめますと、多分税務課では５０億円ほど扱っている

ようなんです。結局、口座振替等の割合というのはどのぐらいになっているのか。それで、多

分私は５割を超えているんじゃないかと思いますが、そういう中で、徴収対策グループ職員

４名というのは必要なんでしょうか。多過ぎるような気がするんですが。今年の決算を見ても、

も税額の低い軽自動車税ですら不納欠損を５５万円も出している。未納も２００万円も出し

ている。こういうような状況で果たして徴収グループが機能しているのかどうか、私は疑問に

思っているところであります。 

 次に、農政課です。新規就農者、１,３３０万円ほどをかけているわけなんですが、果たし

てこれは定着し、成功しているのか。それでどんな作物を作っているのかお伺いしたいと思い

ます。 

 もう１点、地域再生創造事業、１,２９０万を円投資しましたが、まず、私は果たして効果

が上がったのかということについてお伺いしたいと思います。 

 次に、商工観光課です。新型コロナ関連の給付金、補助金等がありました。どうもニュース

とかテレビとか何かで不正請求があったというふうに問題がありましたが、ここではそのよう
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なことがなかったかどうかについて、お伺いいたします。 

 それに地域ブランド認証が２３項目ありますが、これは本当に売れているんですか。販売額

と人気があるのか、ここについてお伺いします。 

 それと市長、市内の企業訪問を実施されたそうですね。そこで企業の社長とか工場長から聞

くことのできた声というのは、どんな声があったのか、その対応というのはどうなのかお伺い

したいと思います。 

 次に都市建設課です。地籍調査の進捗率なんですが、７９.０７％で去年と同じです。遅々

として進まずというような感じであります。毎年の事業費というのは、国に申請したことによ

って配分されるのか、こちらから、それとも国から枠があって国のほうから配分されるのかお

伺いをしたいと思います。 

 それに市営住宅、もう耐用数を大きく過ぎているのがありますが、建て替えの計画があるか

お伺いします。 

 それに道路区画の線なんですが、令和４年度は３路線で３,５４０メートルほど区画線を白

くしたそうです。令和３年度は、僅か８００メートルでありました。しかし、まだまだ不鮮明

なところがあります。課長、道路法は御承知のとおり、道路管理者は常に良好な状態を保たな

ければならないと法律で決まっているんです、ここに法律が載っていますが。これは道路管理

者の怠慢ではないかと思っていますので、この件をどう考えているのかお伺いしたいと思いま

す。 

 次に会計課ですが、公金の受入額が２１６億円。支払いも２０４億円あるわけなんで、金融

機関等へ振込手数料というのは払っているのかどうか、お伺いしたいと思います。 

 次に上下水道課です。２９２ページからの下水道の水洗化率、興野の農集は８６.２３％、

南那須は８８％です。それに対して烏山は３９.５１％です。これは事業失敗ではなかったか

と私は考えています。対策をどうするんですか。 

 次に管理の業務委託料なんですが、烏山の下水道処理施設は１,０００万円、南那須は

１,７９０万円なんです。同じような施設だと思っているんですが、なぜこれだけの差がある

のかお伺いしたいと思います。 

 それに２９７ページです。水道一連の漏水調査はいつまで続くのか。それで、特に令和４年

度は漏水発見箇所にどういうのがあったのかお伺いします。 

 もう１点。給水停止通告というのが、１３２件を出したとあります。そのうち執行が１３件

あるわけです。今、那須烏山市内に水道料金も払えないほどの生活困窮者というのはいるのか

どうか、私も驚いているんですが、この実態についてお伺いをいたします。 

 次、２９８ページです。設計業務の委託をしています。その設計図書、業者に設計してもら
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って、それを担当者は内容が適当だと見極めることができるのかどうか。 

 もう１点。烏山の下水道処理施設というのは、溢水対策のために枠みたいなものを佐藤都市

建設課長が上下水道課長の時代に買って備えてあるわけなんですが、溢水対策のための訓練と

いうのは実際にやっているんですか。担当者が変わると分からなくなってしまうのではないか

と、あっぷあっぷしてしまいます。 

 以上です。 

○議長（渋井由放）  菊池総合政策課長。簡潔にお願いいたします。 

○総合政策課長（菊池義夫）  ５点御質問いただきました。 

 １点目の包括連携協定の実績でございます。昨年は１１月１日に南那須公民館を会場にロコ

モティブシンドローム対策講演会というのを実施して、１００名の参加をいただきました。 

 年明けで令和５年の２月２５日に保健福祉センター会場で元気あっぷ市民の集いを実施させ

ていただいて、２００名の方に御参加をいただきました。 

 次に、公共施設の関係でございます。管理計画については、先ほど小堀議員にも御回答した

とおりではございますが、やはり特に生涯学習関連の施設等については、個別計画をしっかり

作成して、早急に進めようということで今、庁内の調整を進めております。 

 ３点目の地方交付税への依存、交付税の減額の際の安定財源ということですが、自主財源の

確保に努めるしかないなというふうに考えておりますので、よろしくお願いします。 

 それから、太陽光発電の関係でございますが、事業者には条例に基づき行政指導にしっかり

従っていただいております。ただし、課題とするところは条例制定で厳格にしても、なかなか

無秩序な開発が行われてしまっているというのが実情でございます。 

 それから地方債でございます。合併特例債の残金については現在１３億３,３３０万円、令

和４年度末でございます。 

 以上です。 

○議長（渋井由放）  小原沢まちづくり課長。 

○まちづくり課長（小原沢一幸）  まちづくり課に３点ほど御質問がありましたので、お答

えします。 

 まず、自家用有償バス、エンジン故障による損害賠償請求訴訟についてお答えします。 

 令和３年６月定例会で訴えの提起について議決を受けまして、同年７月に宇都宮地方裁判所

に損害賠償請求事件の申立てを行ったところです。 

 １０月には当時、市営バス運行業務を委託し、修理の期間、自社のバス車両を代車として提

供した仁井田観光が、原告補助参加人の申出を提出したところです。 

 これまで令和４年度末まで、９回口頭弁論、提出書類、書面協議を重ねてきたところであり
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まして、令和５年度も継続しているところです。ある程度の方向性が出た段階で、議会へは御

報告させていただきたいと考えておりますので、御理解をお願いします。 

 次に、地域おこし協力隊なんですが、こちらは平成２８年度から地域おこし協力隊制度を活

用しまして７年が終了したところです。地域おこし協力隊の費用対効果ということですが、都

市部の若者が地方へ移住しまして、定住を図ることがこの取組の狙いでありまして、国が成果

として強調することは、任期終了後の地域への定住６割としております。 

 本市における協力隊任期終了後、３名の方のうち本市に定住したのは２名でありまして、任

期終了後の定住率は令和３年度末６６％でありました。残念ながら、うち１名が令和４年度に

家庭の事情で出身地に戻ってしまって、現在は３３％ということになっております。 

 比較をしますと、本市の定住率は国の定住６割からすると低い状況でございます。しかしな

がら、地域おこし協力隊の任期中の人件費、活動費等については国の支援が受けられまして、

隊員の任期終了後につきましては、地域に定住し、起業などにより地域経済にも一定の効果を

もたらすような活動を期待できるなど、市にとって重要な存在と考えております。 

 次に、デマンド交通についてお答えします。 

 現在、デマンド交通につきましては南那須地域を烏山合同タクシーが運行しまして、烏山Ａ

地区を烏山観光タクシーが、烏山Ｂ地区を烏山合同タクシーが運行しております。 

 また、予約センターは市内全域の利用予約を一括して受け、それぞれの運行業者へ配車指示

を行っているところです。複数の運行事業者が地区別に事業所単位で割り当てられていること

から、事業所間での配車の調整作業に加え、運行業者の従業員、オペレーション体制を考慮し

ますと、現時点において直接予約方式は難しいと考えられる状況でございます。 

 また、予約センターの費用は全額市負担かというところでありますが、国の補助金について

は対象経費が運行事業者のそれぞれの営業費用とされておりますことから、予約センターの運

営経費は市単独となる予定となっております。 

 後に県平均２,００４円より高い理由についてということで、こちらにつきましては、県

で公表された通知につきましては、こちらは令和３年度の実績ですので、年度のずれはござい

ますが、本市では予約センターを設けデマンド交通を運行していることから、予約センターに

関する経費が含まれる点で県平均より公費負担額が増加しておるところです。 

 現在のデマンド交通運行内容を維持する以上、予約センターの存在は必要でありますが、今

後の運営体制については費用対効果の面も踏まえて検討を進めていきたいと考えます。 

 以上になります。 

○議長（渋井由放）  佐藤総務課長。 

○総務課長（佐藤博樹）  総務課から７点お答えいたします。 
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 まず、５５ページでございます。中途退職者数は１名。理由は一身上の都合によるというも

のでございます。 

 女性管理職の支援策は、でございますが、係長職からマネジメント研修なども導入してござ

います。総括職に関しては人事評価の評価者として部下の人事管理も行っております。現在は、

男女問わずマネジメント力強化に努めているところでございます。 

 人事評価１００点を超えれば優秀かというお尋ねでございますが、人事評価につきましては、

標準が評価３となっておりまして、点数は９１点から１０７点までとなってございます。した

がいまして１００点は標準に位置づけられます。 

 続きまして、行財政報告書５６ページの市議会議員・市長等の特別職の報酬等についてをい

かに考えているかでございますが、現在、昨年度２月に第１回の特別職報酬等審議会を開催し

てございます。 

 主な内容は、行政委員会の報酬の見直しについて平成３０年から５年間を経過したことから、

改めて見直しをかけているところでございます。 

 今後につきましては、市議会特別委員会での議論の結果を踏まえて議員報酬等について、要

請等があれば、この審議会の中で三役の報酬も含めて審議していただく予定となっております。 

 続きまして５７ページ、工事検査体制でございますが、こちらにつきましては現在、検査体

制を２名の体制で行っておりますが、１人は都市建設課を退職した職員がやっておりますので、

技術職２名で対応を組んでいることから設計図書には精通しているところでございます。 

 また、測量器具等の操作について熟知しているかということでございますが、レベル、スタ

ッフ等の測量機器の操作は熟知しているところでございます。 

 続きまして６３ページ、職員研修の折衝・交渉研修でございますが、これは栃木県振興協会

の研修でございまして、本市１名割当てで係長が受講しております。 

 続きまして６７ページ、人事評価制度の中身についてのお尋ねでございますが、これにつき

ましては、まずＳと書かれているものについては、特に困難な業務、Ａは困難な業務、Ｂは標

準、Ｃは簡易な業務、そういった区分けになってございまして、 終的に三次評価結果に基づ

きまして全体的な評価がされますが、標準は評価３が も多く全体の５９.７％、標準より高

い評価４は３５.５％になりまして、本市では評価３、４が大きく一致しているところでござ

います。 

 なお、これについて詳細をもしお聞きになりたい場合は、人事グループで待っておりますの

でぜひいらしていただければと思います。 

 以上でございます。 

○議長（渋井由放）  川俣税務課長。 
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○税務課長（川俣謙一）  税務課からは２点回答したいと思います。 

 まず１つ目、徴収税額のうち口座振替、年金給与からの天引きにより徴収する割合はという

ことですが、令和４年度の一般会計、個人市県民税と、法人市民税、固定資産税、軽自動車税

について、収納手段ごとに割合で申し上げます。 

○議長（渋井由放）  後で細かく出してもらって次にいきましょう。時間がありませんので。 

○税務課長（川俣謙一）  では、割合は後日、お願いします。 

 では２つ目。徴収対策グループに職員４名は必要かというところなんですが、徴収対策グル

ープにつきましては、平成３０年度から新設されたグループで、当時から４名体制となってお

ります。 

 参考に近隣市町では、矢板市、さくら市は同様に４名体制、高根沢町は３名体制、那珂川町、

塩谷町につきましては、本市でいう収納管理グループに含まれているような形となっておりま

す。 

 徴収対策グループは大口滞納者の対応だけではなく、大口に至らない滞納者についても対応

しておりまして、令和４年度行財政報告書の１０５ページに記載しておりますとおり、財産調

査、差押え交付要求、換価配当なども行っております。滞納者が出た場合、まずは財産調査を

実施いたしますが、この財産調査のウエートが大きく、令和４年度は９,２４３件、令和３年

度は１万６５７件という状況です。大口滞納者が減っていることからも職員も減らせることだ

ろうと思うところですが、今のところ大口滞納者以外の対応にも、事務量が多いことを御理解

いただきたいところです。 

 極端に申し上げれば、徴収対策グループは滞納者がゼロであれば必要のないグループであり

ますので、今後も大口滞納者の根絶と、一般の滞納者を減らすことにより事務量も減り、職員

が１人でも減らすことのできるときが来ることを願っているところです。 

 以上です。 

○議長（渋井由放）  深澤農政課長。 

○農政課長（深澤宏志）  農政課から２点、お答えします。 

 新規就農者の定着は成功しているかという点でございます。新規就農者は国の５年後の自身

の営農計画を認定されている優秀な新規就農者でございます。 

 作物についても、１人は興野地区の阿相りんご園の後継者ということで成功してございます。

もう１人は中山地区の、またこれも髙森栗園の後継者ということで日々頑張っておるところで

ございます。 

 ２点目の地域再生創造事業１,２９０万円、これは里山大木須を愛する会の企業版ふるさと

納税を活用しました事業の中身でございます。 
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 今現在、雑草問題、西洋蜜蜂の事業、大木須古民家の再生ということで事業を４年度計画で

やってございます、の３年目に突入しております。本年６月、８月には経済建設常任委員や、

議長にも来ていただいて活動内容を検証していただいております。４年後の成功に向けて、今、

頑張っておりますので、よろしくお願いしたいと思います。 

 以上です。 

○議長（渋井由放）  星商工観光課長。 

○商工観光課長（星 貴浩）  まず、コロナ関連補助金の手続について御質問いただきまし

た。 

 こちらの交付につきましては、いずれも定められた手続に基づき、誤りなく交付しておりま

すことをこちらで申し上げさせていただきます。 

 続いて地域ブランド認証の販売額及び人気のほどはということなんですが、こちらは申請時

に過去５年間の販売額を実は頂いているんですけれども、そちらにつきましては個々の事業者

の経営上の秘密に当たりますので、こちらでの公表は控えさせていただきたいと思っておりま

す。 

 今後につきましては、認証期間が終了する令和７年度に事業の効果があったかどうかを検証

するために、売上額等を把握したいと思ってございます。 

 また、人気のほどはという御質問ですけれども、市内観光施設に確認しましたところ、取り

扱っている製品はいずれも比較的人気でありますという声があります。 

 この地域ブランド認証については、以上でございます。 

○議長（渋井由放）  佐藤都市建設課長。 

○都市建設課長（佐藤光明）  まず、地籍調査事業の進捗率でございます。 

 令和４年度と変わってないのは、令和４年度におきましては、これまでの地籍調査事業の遅

れを取り戻すために１年現地調査を休みました。それによりまして、これまで遅れておりまし

た曲田、大里地区の認証、それから法務局への送付、これが順次進んでおりますので御理解を

いただきたいと思います。 

 事業費につきましては、基本的には市からの申請でございますが、他市町との均衡を保つこ

と等による数量の調整や国の配分でカットされる場合もございます。 

 次に、市営住宅の建て替えの計画は現在持っておりません。木造住宅につきましては低所得

者層の住宅ということでその役割を担っておりますので、修繕をしながら低い家賃で住めるよ

うということで現在努めておりますので、御理解をお願いいたします。 

 次に区画線の工事につきましては、令和４年度はこれまでよりも多くの事業費を確保し、延

長３,５４０メートルを実施したところでございます。しかしながら全体を見回すとまだまだ
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消えている箇所が多いというのは現実でございます。計画的に予算を確保し、実施してまいり

たいと思っておりますので、御理解をお願いいたします。 

○議長（渋井由放）  髙田会計管理者兼会計課長。 

○会計管理者兼会計課長（髙田 勝）  私のほうから行財政報告書２０９ページの関係です。 

 金融機関等へ支払う振込手数料はということで、決算書の６０、６１ページにあるんですが、

金融機関等へ支払う振込手数料は予算化もしておりませんし、支払いもしておりません。 

 以上です。 

○議長（渋井由放）  石嶋上下水道課長。 

○上下水道課長（石嶋賢一）  上下水道課関連のお答えをいたします。 

 まず、烏山地区についての下水道の水洗化率でございますが、烏山地区については供用開始

以降、処理区域内の人口が減ってきていること、また既存の浄化槽がまだ使用できることなど

の理由から接続率が低い状況にございます。 

 対策といたしましては、戸別訪問等を行いまして接続できない理由等の聞き取りを行うなど

努めているところでございます。今年度においては、烏山駅前の駅前通りを中心に戸別訪問を

行ったところでございます。 

 続いて管理委託料の差でございますが、こちらは南那須が週５日、烏山が週３日ということ

で日数による違いでございます。 

 続いて漏水調査に関してでございますが、漏水調査の対象となる管も年々増えてきてござい

ます。特に塩ビ管給水管での漏水が多いところです。これらについては、今後も引き続き調査

を行う必要があると考えております。漏水の発見箇所については、排水管については野上地内、

向田地内、小倉地区でございました。 

 給水停止関係で、料金を払えないほどの困窮者ということでございますが、市内から転出し

所在が不明となっているもの、または会社が破産し廃業したものなどでございます。 

 委託業務しているが、設計書を見極めることができるのかというところでございますが、技

術的に。 

○議長（渋井由放）  一度休憩し、そのまま答えてください。 

○上下水道課長（石嶋賢一）  技術的に設計できる職員がいないというところから、設計業

務を専門とするコンサルタントへ委託を行っております。受注業者と担当職員が業務の進捗に

合わせて打合せを行い、設計図書の内容の説明を受け、確認を行いながら進めているところで

ございます。 

 業務委託を受け、その後工事の発注に当たりましては、総務課において設計図書の内容の審

査等を得た上で執行を行っております。 
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 後に、烏山水処理センターの溢水対策訓練ということでございますが、今年の７月１４日

に当水処理センターにて止水板の設置訓練を行いました。過日９月８日金曜日の台風１３号の

際にも事前に止水板を設置し台風対策を行ったところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（渋井由放）  星商工観光課長、市内、企業訪問を言いたかったと思ったのですが、

どうぞ、お願いします。休憩中だから、ざっと。 

○商工観光課長（星 貴浩）  では市内の企業訪問の声をお答えさせていただきます。 

 令和４年度に実施しましたときには、やはり道路整備等の声をいただいたところでございま

す。そのほかに、スポーツ施設の整備等もどんなのがいいかなどの声もいただいております。

いずれにしてしましても、それにつきましては担当課へ伝えさせていただきました。 

 以上でございます。 

○１４番（中山五男）  議長、ありがとうございました。 

○議長（渋井由放）  ここで暫時休憩いたします。 

 再開を１６時１０分といたします。 

休憩 午後 ３時５７分 

 

再開 午後 ４時１０分 

○議長（渋井由放）  休憩前に引き続き再開いたします。 

 どなたかおりますか。 

 １６番平塚英教議員。 

○１６番（平塚英教）  令和４年度の決算の総括質疑でございますが、私が 後ということ

でございます。皆さんの、通告一覧表の一番 後に汚い手書きで書いてありますが、順を追っ

て、質問したいと思います。 

 決算書の２４、２５ページの民生費負担金、児童福祉費負担金の不納欠損９万８,２００円。

これの件数とか内容について説明をお願いいたします。 

 同じく、負担金の収入未済額、この負担金は保育料だというふうに思われますが、収入未済

額の件数や内容について説明をお願いいたします。 

 さらに２６、２７ページには土木使用料と、これは市営住宅関係かなというふうに思われる

んですが、住宅使用料の収入未済額が１万３,７００円ありますけども、この内容についても

説明をお願いします。 

 ３２から３３ページ、土木国庫補助金というのがありまして、道路橋梁費補助金の収入未済

額７,０００万５,０００円の内容について説明をお願いいたします。 
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 その下の都市計画費補助金、収入未済額３,５３０万円の内訳についても説明をお願いいた

します。 

 ３６、３７ページについては農林水産業費県補助金というのがありまして、農業費補助金収

入未済額が８,６００万円ということでございますが、これが収入未済額になっておりまして、

その内容について説明をお願いいたします。 

 国保税と後期高齢者、介護保険とこれは民生費だと思ったので、私は総務企画常任委員会に

所属しておりますが、そこでこれを取り上げたんですが、税関係は総務企画常任委員会だとい

うことなんで、これはそこで質問するということでお願いいたします。 

 決算書の３４０から３４１ページ、農業集落排水事業の使用料については、まず農業集落排

水の現年分の収入未済額１２万８,７３３円の内訳、件数、内容について説明をお願いします。 

 同じく、滞納繰越分の不納欠損額及び収入未済額の件数や内容について説明をお願いいたし

ます。 

 ３５８ページから３５９ページ、これは下水道の負担金でございます。この負担金の収入未

済額の件数や内容について説明をお願いします。 

 公共下水道事業の負担金滞納繰越分の収入未済額の内容についても説明をお願いいたします。 

 次に、同じページの下水道使用料でございますが、公共下水道事業使用料、特定環境保全公

共下水道事業使用料、公共下水道事業使用料滞納繰越分と、それぞれ収入未済額の件数や内容

について説明をお願いいたします。 

 特定環境保全公共下水道事業使用料滞納繰越分、これについては不納欠損額並びに収入未済

額の件数や内容についての説明をお願いいたします。 

 次に、同じページの下水道事業手数料ということで、下水道事業手数料１,０００円という

のが収入未済額になっておりますけども、この内容について説明をお願いいたします。 

 ３６０から３６１ページの雑入でございますが１,７４０円収入未済額になっておりますが、

この内容について説明をお願いいたします。 

 ３６２から３６３ページにかけましては、特定環境保全公共下水道管理費ということで、事

故繰越が１,４２５万円載っておりますが、この内容について説明を求めます。 

 次に、３８４ページから３８５ページについては、令和４年度の下水道事業の貸借対照表の

未収金が載っておりまして、営業未収金というのが４７８万８,８７８円ありますが、この説

明もお願いいたします。 

 その他の未収金というのが７９５万４,２００円ありますが、この内容についても説明を求

めます。 

 貸倒引当金がマイナス２７万９６６円ありますが、その説明を求めます。 
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 それで、この前に一覧表がありましたよね。下水道の未収金は４７８万９,０００円となっ

ておりますが、決算書においてはその他の未収金というのは載っているんですけど、これはい

わゆる営業外なのでここへ載せなかったということなのかどうか、これについての説明をお願

いいたします。 

 後に決算書の１８から１９ページの市税関係。固定資産税、軽自動車税の不納欠損額並び

に収入未済額の件数とか内容について、これはあるいは国民健康保険税、後期高齢者、介護保

険については不納欠損、収入未済額については常任委員会のほうで説明したいと思いますので、

後で内容をお聞かせください。 

 以上です。 

○議長（渋井由放）  水上こども課長。 

○こども課長（水上和明）  それでは私からは決算書２４ページ、民生費負担金の中の児童

福祉費負担金の不納欠損額９万８,２００円の内訳、同じく収入未済額２３万６,７００円の内

訳について御説明いたします。 

 まず、不納欠損額の９万８,２００円でございますが、これは平成１２年度分の保育園の保

育料になります。１世帯２名分になります。途中、分割納付などで時効が中断しておりました

が、債権者の所在不明によりまして令和４年１０月に時効が成立となったため不納欠損処分を

したものでございます。 

 次に、収入未済額２３万６,７００円ですが、内訳は保育園保育料３名分１７万８,８００円

と、放課後児童クラブ保護者負担金、６名分の５万７,９００円になります。なお、令和５年

８月現在、放課後児童クラブ保護者負担金については完納となっております。 

 保育料につきましても、保護者の希望によりまして児童手当から振替を行っておりますので、

完納となる見込みでございます。 

 以上です。 

○議長（渋井由放）  佐藤都市建設課長。 

○都市建設課長（佐藤光明）  では平塚議員から御質問いただきました決算書２６ページか

ら２７ページの住宅使用料の収入未済額１万３,７００円でございます。お見込みのとおり市

営住宅の家賃の未収金でございます。１世帯１か月分が５月末までに入りませんでした。６月

２０日に入金の確認ができておりますので、御理解をお願いしたいと思います。 

 次に決算書３２ページから３３ページ、土木国庫補助金の１節の道路橋梁補助金の

７,０００万５,０００円でございますが、こちらにつきましては三箇の青雲橋の橋梁補修工事

に係るものでございまして、繰越明許費となったことにより未収金となっております。 

 失礼しました、もう１件、三箇西野線、県道の熊田喜連川線との丁字路でございます。こち
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らも繰越しということで２,４９０万５,０００円が未収金となっておりまして、先ほどの三箇

の青雲橋が４,５１０万円、合わせまして７,０００万５,０００円でございます。 

 次に２節の都市計画費補助金の３,５３０万円につきましては、こちらは防災集団移転促進

事業の補助金でございまして、こちらも繰越明許ということで収入未済となっておりますので、

よろしくお願いします。 

○議長（渋井由放）  深澤農政課長。 

○農政課長（深澤宏志）  私のほうから決算書３６ページから３７ページ、農業費補助金の

収入未済額８,６００万円についてお答え申し上げます。 

 この８,６００万円の内訳につきましては、令和４年度において防災重点農業用ため池の豪

雨体制評価、地震体制評価、劣化状況評価の３項目が終了したところでございます。 

 本来であれば、この評価を受けて、令和５年度において、防災工事が必要なため池の実施計

画の策定業務を国からの補助１０分の１０で今年度に行う予定でございましたけども、国のほ

うより一刻も早い事業効果の実現に向けてということで、前倒しで予算の割当てがあったこと

に伴いまして、３月で補正をさせていただいて繰越しをしたための収入未済ということでござ

いますので、御理解いただければと思います。 

 以上でございます。 

○議長（渋井由放）  石嶋上下水道課長。 

○上下水道課長（石嶋賢一）  平塚議員のほうから上下水道課に関する御質問をいただきま

したので、順にお答えさせていただきます。 

 まず、農業集落排水事業使用料、現年度分の収入未済額でございますが１２人で１２万

８,７３３円でございます。 

 ２番、滞納繰越分不納欠損額でございますが、１人で４,７２５円でございます。 

 同じく滞納繰越分で収入未済額でございますが、こちらも１人で１万７,０５０円でござい

ます。 

 続いて下水道事業負担金についてでございます。公共下水道事業負担金の収入未済額につい

ては、お二人の方で７万６,４００円となってございます。 

 公共下水道事業負担金滞納繰越分の収入未済額でございますが、お一人の方で４万

６,８００円となっております。 

 続いて、下水道事業使用料についてです。公共下水道事業使用料でございますが、収入未済

額については２０人の方で１８万６０３円でございます。 

 特定環境保全公共下水道事業使用料の収入未済額でございますが、２２人の方で２０万

３,７８０円でございます。 
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 公共下水道事業使用料滞納繰越分収入未済額でございますが、６人の方で６万３,６９５円

でございます。 

 特定環境保全公共下水道事業使用料滞納繰越分不納欠損額でございますが、お一人の方で

６,６６３円でございます。 

 特定環境保全公共下水道事業使用料滞納繰越分収入未済額でございますが、４人の方で４万

４,６４９円でございます。 

 なお、収入未済額についてでございますが、令和４年度につきましては３月３１日で打切り

決算を行ったことから、収入未済額につきましては令和５年度下水道事業会計へ未収金として

予算計上しておりますので、御報告いたします。 

 続きまして下水道事業手数料でございますが、公共下水道事業手数料収入未済額でございま

すが、排水設備等の完了検査手数料１件１,０００円でございます。 

 雑入の収入未済額でございますが、舟戸マンホールポンプ場電柱敷地使用料２件で

１,７４０円となってございます。 

 続いて特定環境保全公共下水道管理費事故繰越の１,４２５万円の内訳でございます。こち

らの特定環境保全公共下水道管理費の事故繰越につきましては、令和５年第２回市議会６月定

例会において、報告第３号として令和４年度那須烏山市下水道事業特別会計事故繰越計算書に

ついてで報告させていただいたものでございます。 

 内容としましては、南那須水処理センター雑排水給水ユニットの修繕工事において、世界的

な半導体不足のあおりを受け、急遽、工事部材の確保に不測の日数を要する事態となり、当初

の完成期限に竣工ができなくなってしまったことから事故繰越をしたものでございます。なお

本工事につきましては、令和５年６月３０日に完了してございます。 

 契約金額２,３６５万円のうち、前払い金で支払った９４０万円を差し引いた額が

１,４２５万円でございまして、そちらの金額となっております。 

 続きまして、水道事業の営業未収金についてでございます。 

 営業未収金の内訳でございますが、こちらは平成２９年度が３人で９万９,１１４円。平成

３０年度が７人で４万６０８円。令和元年度が２１人で１２万５,８２６円。令和２年度が

２１人で、３０万９,５８３円。令和３年度が１８人で、１４万２,３７３円。令和４年度が

４１５人で、４０７万１,３７４円となっております。こちらにつきましても３月３１日で決

算を行っておりますことから、令和４年度分については、２月検針分等の未収金が多い状況で

ございます。 

 続きまして、その他未収金についてでございます。 

 内訳でございますが消費税及び地方消費税の還付金、３２０万６,７００円。そして栃木県
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土木事務所からの工事負担金４７４万７,５００円でございます。 

 続きまして、貸倒引当金２７万９６６円減の内訳でございますが、令和３年度末の未収金見

込額６１５万８,３２６円に対しまして、過去３年間、平成３０年度から令和２年度の貸倒実

績率の平均が０.０４４でございまして、０.０４４を乗じまして２７万９６６円としておりま

す。 

 以上、説明とさせていただきます。よろしくお願いします。 

○１６番（平塚英教）  大変ありがとうございました。 

 今のはちゃんと回答いただきましたので、録音しておりますので議事録には載ると思うんで、

決算書の１８、１９ページの市税関係、固定資産税、軽自動車税の不納欠損額と収入未済額の

項目とか内容、これについては委員会で質問はしますが、紙か何かに分かるように、国民健康

保険税も後期高齢者も介護保険も同じですが、分かるように、できれば一覧表でお願いできれ

ばなというふうに思います。 

 それで、質問項目には出していなかったんですけども、行財政報告書の４５ページです。同

僚議員からも質問がありましたが、メグロ・キャノンボール那須烏山実行委員会の去年の実績

が載っておりますが、今年は市の補助金５０万円が計上されておりません。そうしますと、去

年と同じような事業ができなくなってしまうのではないかなというふうに心配はするんですけ

ども、その辺はどうなんでしょう、大丈夫なんでしょうか。できれば、市のほうでもちゃんと

補助金をつけて進めるべきではないのかなと、これから１１月１２日に実施する予定なんでご

ざいますが、説明をお願いいたします。 

○議長（渋井由放）  担当がまちづくり課のようなので、担当課なので、常任委員会決算審

査時、そこでしっかりと聞いていただければ。 

○１６番（平塚英教）  失礼しました。以上です。 

○議長（渋井由放）  よろしいですか。 

○１６番（平塚英教）  はい。 

○議長（渋井由放）  質疑はございませんか。 

 １０番相馬正典議員。 

○１０番（相馬正典）  残りは私一人となりましたが、私は那須烏山市監査委員に任命され

ており、令和４年度一般会計及び特別会計決算に対し審査意見書を提出しているところでござ

います。したがいまして、この場での質疑については辞退させていただきます。 

 以上でございます。 

○議長（渋井由放）  質疑はございませんか。 

〔「なし」の声あり〕 
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○議長（渋井由放）  質疑がないようですので議長において議事を進行し、これで質疑を打

ち切ることに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（渋井由放）  異議なしと認めます。 

 よって、これで質疑を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 ただいま上程中の認定第１号から認定第９号までについては、所管の常任委員会に付託した

いと思いますが御異議ございませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（渋井由放）  異議なしと認めます。 

 よって、認定第１号令和４年度那須烏山市一般会計決算の認定についてから、認定第９号令

和４年度那須烏山市境財産区特別会計決算の認定についてまでは、それぞれ所管の常任委員会

に付託いたします。 

   ―――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

○議長（渋井由放）  以上で本日の日程は全部終了いたしました。 

 次の本会議は９月１５日金曜日午前１０時に開きます。 

 本日はこれで散会いたします。御苦労さまでした。 

［午後 ４時３５分散会］ 
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